
(Dc50)竪穴式住居跡

同上培土東西断面(南より)
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董学監車掌辛や

同上 南北断面(西より)

第I号土塀(Db53- 1 )南北断面南側

第3図縄文時代の遺構

第I号土塀(Db53- I )

同上埋土中遺物出土状況

同上 東西断面西側

同上南北断面北側



第I号土塀

(Db53- I )

出土物I

第l号(Db53- 1 )一第4号(Db50-2)土塀

第4図縄文時代遺物及び古代遺構
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同石造構南側焼土遺構

同右床面出土鉄製品

同上埋土東西断面(南より)

建言二〇〇㌦

同上南北断面(東より)

第3号(DcI2)住居跡

同上埋土東西断面(南より)

第5図 竪穴式住居跡
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第6図第3号(DcI2)住居跡・出土遺物
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Ca62竪穴状遺構

第7図

-53一

同左出土物
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ーミ一書曇整
’’

同上埋土東西断面(南より)

(Cba75)焼土遺構

費菌も 護現 循報

国堅
題

-′.臆

蛙 窪翻撥韻轄塞 轟窮
同上南北断面(東より)

圏

同左東西断面(南より)

同左 出土遺物

(0。I層上面)

溺毒憲轟

同左南北断面(西より)

(Dbb66)焼土遺構

同上東西断面東部分(南より)

第8図 竪穴状遺構と焼土遺構

鵜54-



(Dbb69)焼土遺構

町真キミ下顎鷺電撃攣

l●後

(Dbb7I )焼土遺構

園㌧
霞岳圏

圏
農′

読

「鱒

二_○○

同左埋土南北断面(東より)

薄∴
一・

同上東西断面(南より)

叶で†預言鬱_壷言∴

職細事置ル享鴫
上空珪一声一一嶋 ・

同左南北断面(東より)

同左埋土東西断面(南より)

(Dbc64)焼土遺構

第9図 焼土遺構
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同左埋土南北断面(西より)



(Dbc64)焼土遺構(南より) (Dca65)焼土遺構

〇〇三二二三

(Dbc68)焼土遺構

二二二二二三手動施酵車掌畢

同左埋土南北断面(西より)

第iO図 焼土遺構
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第=図 包含層出土縄文時代遺物
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I4

第I2図 包含層出土縄文時代以降の遺物
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第i3図 包含層出土古代以降の遺物
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第i4図(BaO3)溝出土古代以降の遺物
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Ag 53溝

睦言董≡重畳雪空璽回国

二議龍垂

・・ 〇・ ㌢i∴一・〇、

同上埋土南北断面

第I5図

0
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7
溝
遺
構
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:二二三二二三三二二∴圏園

翰03溝南部(南より)

Ba O3溝中央部全景

「 BaO3溝底部 †現水路底部

同 南端東西断面(北より)

第I6図 BaO3溝
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(Cg62付近柱穴I )

聞題鵜話題■題園田墓

園園 園

臆・劇音茜

」"
(Dab68柱穴)

(Cg62付近柱穴)
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「Dab55土礪 揺鉢出土状況J同遺物

Dbc55土塀出土

Dbc63土キ廣出土

等 蕪
Dcb63土土居

DaI2近表採

同上出土鉄製品

第I7図

○○音‾細‾二三±

症CiI60土碩出土

等Db。64土塀出土

二三害



同上 炭化小豆(X2)

● 魯e

国書園田
蜜、

同上 炭化粟(X2)

C」a60柱穴様土塀出土炭化米
(X2)

同上 炭化ソバ(X2)

第4号(E=5)住炭化材出土状況

〔 Bc56包含層出土縄文土器i6

J Dba64柱六校土壌(煙管出土)

J∴
嘗
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栗田I H遺跡発掘調査記念撮影



跡適量I
巾
日
日
‖団栗

遺 跡 名 栗田III遺跡(K T78)

所 在 地 岩手県紫波郡紫波町上平沢字東馬場52

調 査 主 体 岩手県教育委員会、日本道路公団

調 査 担 当 岩手県教育委員会

調 査 期 間 昭和53年4月14日-8月3i日

調査対象面積 8650面

発掘調査面積 8650mま











I 位置と立地(第1図)

栗田III遺跡は、紫波町の西部、町役場の西約4.5kmに位置する。当遺跡は中位段丘・二枚橋段

丘相当面が孤立した形で東へ舌状に張り出した基部近くに立地し、標高約133-135mである。

地形は比較的平坦な、東緩傾斜面で、現状は畑地・宅地である。遺跡の北部より東方にかけて

段丘崖がめぐり、その外側の低位段丘面との比高は約2 mである。北方低位段丘の中程に東流

する小川があり、栗田I . II遺跡はその南側にある。南方約500mの所には東流する滝名川が

あり、その南方の段丘面・西方の後背山地山麓(石鳥谷段丘等)には縄文時代より中世に恒る

各時期の遺跡が多数点在する。

II 調査に於ける基準点

本遺跡は栗田I ・ II遺跡と同様、東北縦貫高速自動車道紫波インターチェンジ平面図(日本

道路公団)に示されるSTAO+40(緑杭)とSTAO+20(緑杭)を結ぶ線を中軸線とし、 STA

O +20をA/BlOOの地点とした。これらの中軸線の各点を基準にし西方へ50mの地点に‰の各点

を設け3×3mの格子目を設定した。

IエI 基本層序

第4図は調査地の北西部・ Bi50からBj50にそって深堀を行ない得られた土層断面図である。

この付近の標高は134.5m前後で、高低差が少なく比較的旧地形をとどめている所である。

遺構検出面はII層の下部である。南西部はこ

の図における工I ・ ⅡI層が削平され表土の下は

直ちにⅣ層となっている。

東半分は標高が133.5m前後となり、 I .II.

ⅡI層にあたる部分が撹乱を受けている。この

撹乱は江戸時代中期頃より現在に至る迄建物

が建てられていた為で、必然的に遺構検出面

はⅣ層上部となる。

Ⅳ 検出遺構

調査の結果、次の様な遺構が検出された。

○竪穴式住居跡5棟 ○焼土遺構4基

○土顕17基 ○棒状土顕50基 ○溝・水場跡

○掘立柱建物群跡 ○墓蹟群
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Vb

○○● ●“ 〇〇〇 ●"" ■○○ ■" ■" ●○○ ■○○■〇一〇●〇〇 〇〇l

I -黒褐色腐植土(耕作土)「10YR%」

II -黒 色腐植土(黒ポク)「10YR質」

III -禍 色シルト質土 「10YR%」

Ⅳ -黒褐色枯土質土 「10YR%」

V種-黄褐色 粘 土 「10YR%」

Vb-鈍黄褐色粘土 「10YR%」

第4図 基本層序



Ⅴ 縄文時代の遺構と遺物

1.竪穴式住居跡(合計3棟)

第1号(Cg56)竪穴式住居跡(第5図、一部6図、写真13図2)

〔遺構〕 〔検出面等〕調査地南西寄りの地点にあり、 Ⅳ層上部面にて遺構が確認されなこの

遺構の西方約1.70mにCg53焼土遺構がある。

〔平面形・規模・方位〕不整円形を呈するこの遺構は、直径約2.10m、深さは約0・15m程で皿

状である。北辺が幾分直線状となっているが、径は南北方向に長い。

〔床面・柱穴・炉・その他〕貼床等の施設は確認出来ない。 柱穴についても同様であるが、

炉については屋外の地床炉としてCg53焼土遺構が使用されたものと思おれる。

〔切合等〕溝状遺構により中央部から南の方向に切られ、更に北辺にほぼ平行な溝によりCg53

焼土遺構共々切られている。

〔時期その他〕縄文土器片が床面より出土したがこれは縄文時代早期後半以降の物と思われる。

〔遺物〕出土量としては多くないが同一個体の破片と思われる。胎土中には多量の繊維を含む。

口唇部にはR-し原体の庄痕が見られる。休部外面には同一原体による横位回転施文が行なわれ

ている。この破片は切合関係にある溝状土域の埋土よりも出土しており、接合の関係にある。

⊥C’

Ia-黒褐色(10YR%)暗埴土「炭化物土器片含む」

Ib- /I (10YR%) I/

重c-暗褐色(10YR%)シルト質土「霜降り状の混在」
第5図

Ia-黒褐色( 10YR%)腐楠土「炭化物含む」

Ib-「Iaに褐色土混じる」

Ic-暗褐色(10YR%)シルト質土「焼土炭化物」

Id-褐色(10YR%)シルト質土

II- /′ // ′′ 「Idが汚れたもの」 Id- // (10YR%) ′′ 「褐色土多い」
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(Cg53娩土遺構)

〔平面形〕大小二つの円形が、南北に連なった形をしている。北側は径が30cm、深さが8cmと

掘り込みも小さく、南側のものは直径が90cm前後で深さは20cmと大きく床面も少し焼けている。

〔埋土・その他〕北側部分は炭化物を含む程度であるが、南側の北半部上層には焼土も含まれ

る。但し北側壁際の石は受勲の痕跡が認められる。遺物はいずれの部分にも出土しない。

第2号(Af12)竪穴式住居跡(第6図、写真3図l)

〔遺構〕 〔位置等〕調査地北西隅に検出された。この地域の北側には段丘崖状の段差が認めら

れる。東約2 mの所にAfO6焼土遺構及びAfO6土塀がある。

〔平面形・規模・方位〕長方形状で南北に長く約3.3m、東西は約2,6mである。残存壁高は2へ

3cmと浅いが床面施設は良好に保有されている。後述する石組炉等考慮し長軸方向は北より10o

西に偏っていると見る事が出来る。

〔床面・柱穴・炉・その他〕床面は平坦で固くしまっている。柱穴はほぼ対角線上米の位置に

ある。打込んで立てたと思われるが他の柱穴については確認出来なかった。床面ほぼ中央(幾

分南寄り)に石組炉がある。これは南北長辺40cm、東西短辺30cmで掘方を有し、川原石8個を

縦位に用いて築いてある。火床面には焼土・炭化物が僅かに見られ、埋土は一層である。

U 1 2∴∴∴∴うで面

上I音容豊国星星害[容量星口

第一号( C956)

竪穴式住居跡出土物

第6図 第2号(AfI2)竪穴式住居跡地
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〔埋土・その他〕黒色(10YRl.7/1)腐植土層のみで埋横されているが、前述の炉の場合は暗

褐色(10YR3/3)腐植土と幾分異なる。この埋土を調査者は旧表土が埋接したものと見ている。

〔時期・その他〕床面出土土器は後述する内容より縄文時代中期頃の物と見られる。第1号竪

穴式住居跡に見られた屋外炉は当然考えられないが前述の東約2 mの土塀についてはその関連

性について考慮の必要がある。

〔遺物〕石組炉の北方60cmの床面に横につぶれた形で出土した休部片である。外面には多量の

煤が付着しているが洗浄の段階で剥落してしまった。 R-し原体を横方向に回転施文してある。

細目の原体を使用してある。器厚は0.6cmと薄い。底部を欠いているが攣曲の具合からは底径は

8cm位と推定出来る。残高器高は約13cmである。以上より縄文時代中期以降のものと思おれる。

第3号(Cg59)竪穴式住居跡(第7図、写真3図2)

〔遺構〕 〔確認面等〕段丘崖より幾分遠の〈が後世の削平により検出面はⅣ層となっている。

遺構外側(北西方向)に第2号(Cg56)竪穴式住居跡・ Cg53焼土遺構がほぼ等間隔で一直線に

ならぶ。検出面の地表よりの深さは15cm程である。

〔平面形・規模・方位〕壁・床面共に削平による破壊が行なおれ、住居跡としての明確な輪郭

は残されていないが後述する柱穴より直径約6.5m以上のやや南北に長い円形と思おれる。

〔床面・柱穴・炉・その他〕前述のごとくで床面は基本層序Ⅳ層以深には構築されなかった

事がうかがえる。推定の資料となった柱穴は9個である。それぞれの形状・埋土の状態につい

ての詳細については省略するが遺構はDa27溝に切られておりその溝の北側には3個が存在する。

又Cg62溝状土蔵及びCg65溝状土頻にも切られている。

これらの桂穴配置の中心よりやや東よりに埋設土器の下半と思われるものが出土した。

〔時期・その他〕土器の埋設及び深鉢としての器形等より、縄文時代中期の物と思おれる。

〔遺物〕 〔土器〕 1.底部より体下半の部分が横に押しつぶされた状態で出土した。胎土は硬

堅で色調としては橙色(Hue2.5YR%)一鈍黄橙(HuelOYR彩)で酸化色を呈し器表面・内面

も同様である。深鉢と思ねれるが現存器高約19cmで全貌については不明である。但し感じとし

ては胴膨らみの縄文時代中期のものに類似している。外面は縄文縦方向回転の単節し-R斜行縄

文が施されている。断口部には炭質物様付着物がある。

2. Ch62グリッド内出土縄文片についても埋設の可能性がある。胎土は1同様硬堅で色調とし

ては鈍橙色(Hue5YR%)一浅黄橙色(Hue7.5YR%)で部分的に酸化色を呈し器表面には炭

質物様付着物も認められる。深鉢と思われ、現存部は縦25cmX横20cmの部分である。積上げ時

の加工を示す断ロは内側が下方に向かい長い。外面は縄文横方向回転の単節R-し斜行の細長い

目の施文がされている。
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第7図(Cg59)竪穴式住居跡
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柱穴土層面詰記

重-黒色聴植土
II一黒褐色土(茹褐色土混入)
b

I一暗褐色土

II一黒褐色土(菰褐色土混入)

I-暗褐色土(他山質が崩降り双
で混入)

II一黒色腐植土

!I!鵜黒褐色土(地山中団塊混入)

d

I-CのIIIと同じ

II-暗褐色土(地山賀混入)
d

I-Cの!IIと同じ

II一暗褐色土(地山賀混入).

I-CのIと同じ
II鵜黒褐色土

f

I -暗褐色土(黄褐色土混入)

II-bのIIに同じ

g

I鵜CのIに同じ
II」CのⅢに同じ

III-黄褐色粘土(黒色土極少混入)
h

I-褐色シルト質土(暗褐色土混
入)

I-fのIに同じ
II-bのIIに同じ



2 焼土遺構(合計4基)

第1号(AfO6「)娩土遺構(第8図、写真3図3)

〔遺構〕 〔位置等〕

調査地北西部の第2号(Af12)竪穴式住居跡の東約2 mの所で検出されたが、第1号(Cg56)

竪穴式住居跡とCg53焼土(第3号)との関係の様な屋外炉との位置付は難かしい。

〔平面形・規模等〕径約80cmの円形で皿状を呈する。最深部の深さは10cmである。掘方は確認

出来ない。

〔埋土等〕 2層よりなり、上層は黒色(HuelOYR労)腐植土が主体で焼土や炭化物が数%の割

合で含まれる。下層や壁際に炭化物と粘土の混合団塊や炭化物団塊が存する。下層は非常に薄

い焼土層である。出土遺物は含まない。

〔切合等〕南側に隣接して第2号(AfO6-2)焼土遺構があるが、検出時の段階で前後関係は不

明である。本遺構が1次的に火を使用するものとして構築され、第2号が灰の廃棄場所として

2次的に使用された同時存在の可能性もある。

第2号(AfO6-2)娩土遺構(第8図、写真第4図1)

〔遺構〕 〔位置等〕前述の配置関係にあり、時間的空間的位置付は難しい。

〔平面形・規模等〕径約1 mの円形で皿状を呈する。最深部の深さは25cmである。掘方は確認

できないが、フラスコ状土顕の2次使用である事が窺える。

〔埋土等〕 25cmまでの深さには2層が確認出来る。上層は黒色(Hue10YR%)腐植土層で炭化

物・焼土・遺物が混入している。下層は黒褐色(HuelOYR%)腐植土層で土器片が混在し焼土

層を形成している。更に下位のⅡI層にも炭化物・遺物・焼土が、 Ⅴ層には焼土も認められる。

〔重複等〕調査時所見にて火の使用も確認できるが、フラスコ状土塀の埋没過程の2次使用で

ある事も確認できる。フラスコ状土塀第5層の焼土の位置付が明確になれば第1号焼土遺構と

の関係が幾分とも解明出来よう。

〔出土遺物〕縄文式土器の破片で頭部より上の部分である。胎土は砂粒等も含むが微細な土質

である。色調は鈍橙色(Hue5YR%) T,器壁は約5mmと薄いが焼結は良好である。 IⅡ層下部

の北側破片とは接合し炭質物様付着物も認められる。器形は浅鉢型もしくは口綾部の大きく開

いた深鉢型が推定されるが前者の可能性が大きい。大波状の口縁を持ち磨かれている。頚部ま

では最大巾9.5cm.最小巾5.5cmである。内瞥気味に開いている。頸部下巾5cmの所に5段の帯

状区画縄文(し-Rの細い目)が認められるが磨渦の手法は明確でない。帯状部はし様沈線で区

画され明確に上下が区画されている訳でない。以上の様な加節は、縄文時代後期・加曾利B I

式に類例が見られる。

第4号(Ci21)娩土遺構(第8・9図、写真3図4・4図)
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I.黒色(HuelOYR%)腐fl妃二

II.黒褐色(II II %) I′

III. Iに遺物含む

Ⅳ.黒褐色(II II %)腐植土

Ⅴ. IIに同じ

第8図 第i号・第2号焼土遺構
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〔遺構〕 〔位置等〕調査地の南西部に検出された。この遺構の北東方約10mには溝状土頗7基

が方位をそろえて並んでいる。

〔平面形・規模等〕径約80cmの円形で、皿状である。最深部は30cmと他例より深い。

〔埋土等〕全部で6層であるが垂直方向には4層である。最上層は褐色(Hue7.5YR%)土で炭

化物が混在している。最下層が明褐色(Hue7.5YR%)の焼土層で最大厚5cmである。土器片や

炭化物も含み最下底には石がある。その上層には最大厚9cmのレンズ状炭化物層がある。

〔重複等〕深さ45cmのフラスコ状土堀の自然埋没の途中にて火を使用する施設として使ねれた。

〔遺物〕出土物の縄文土器は少なくとも4個体以上ある。 1)は破片数の一番多いもので平日

ロ縁の粗製土器である。 2)は平ロロ縁の粗製土器であるが磨かれた表面に粗雑に条痕文が施

されている。工具の巾は8mm位で2重に引いている。条痕は直線による三角格子様の物と蛇行

線状のものである。炭質様付着物が認められる。 3)は外反日縁を有する小型の鉢で5)の台と

胎土等酷似している。 5)には径2cm程の円形すかしが入って居り台高も4cmと幾分大きい。

炭化物は栗と鬼胡桃であるが年代については14c測定により4110±70yB.P. (3990±65yB.P.)

となり縄文時代後期前半に位置付できる。 as((BC2230-2110 (BC2105-1975))

3 土塀(第10・15図、写真3-7図、第1表)

土塊ま合計17基検出された。断面形より2群に分類できる。

競’

詰I-褐色(7.5YR舞)

II- Il (10YR%)

III- I/ (7.5YR%)

Ⅳ-暗褐色(10YR%)

第9図 第4号(Ci2I)焼土
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第一群

〔分布状況等〕 9基検出された。調査地の西半部中央寄りに見られる。

〔平面形・規模等〕検出面形は円形で、上線形は74cm-156cm,深さは42cm-79cm.底部径は

68へ87cmとなり、培鉢型に近い。底部中央に小さな穴を有するものもある。

〔埋土・出土物・その他〕自然堆積で黒色腐植土・黒褐色腐植土等で埋積されている。底面

に接する形の出土物はない。埋横土中には縄文細片を混在するものがある。この遺物の胎土に

は多量に繊維を含んだ痕跡が残されている。又その他の特徴よりこの遺物は縄文時代早期後半

以降の物と思おれる。 これら遺構は落し穴として使用されたとする例に類似する物もある。

第二群

〔分布状況等〕 8基検出された。調査地西半のやや南寄りに7基、北西部に1基見られる。

〔平面形・規模等〕検出面形は円形で上線径は80-133cm・深さは45-80cm.底部径は90-15l

Cmであり、上線径より底部径が大きいのか特徴である。

〔埋土・出土物・その他〕大半は自然堆積の状況を示している。第一群と同様に黒褐色土・暗

褐色土が埋積している。下部壁面の崩落土は第一群に比して多い。埋棋士の下層程軟らかく、

暗褐色ないし褐色土に地山質が混在する。出土物は第一群同様埋積土中のみからで胎土に繊

維を含んだ痕跡の残存する少量の縄文土器片である。従ってこの群の遺物の時期及び埋積時期

も縄文時代早期後半以降となる。これらの遺構の内2基は、前述もしたが、下半部埋没後の窪

みを火を使用する為に利用している。

第1表 l-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 1-7 1-8 1-9 2「1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 2-7 2-8 

図 番 号 10「1 -2 -3 -4 「5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 葛13 ー14 ーI5 -16 -17 

写輿番号 7喜2 4-2 ー 
5-3 5-2 6-1 

ー 
5-1 7-1 4-1 5-4 6-2 6-3 6-4 4-3 7-4 7-3 

遺 構 名 BiO3 BjO6 Bj68 CaO3 CbO9 CdO9 Cd71 Cg27 ChO3 AfO6 Cc59 Ce53 Cf53 Cf59 Ci21 Da18 Da12 

上端径 c調 156 150 92 104 130 139 74 112 126 97 120 119 133 105 80 127 123 

下端径 cm 87 70 58 73 95 100 68 68 92 108 115 160 151 115 90 120 123 

深 さ c肌 79 80 85 55 96 98 42 106 81 51 87 90 80 86 45 46 64 

遺物の有無 3片 4片 l片 2片 12片 多数 1片 多数 

11.褐 色(II I′ %)

12 暗褐色(Il ′′ %)

13.  II (II Il %)

】4 褐 色(lI7.5YR%)

15 賞褐色(′′ 10YR%)

16 暗褐色(II I′ %)

17.  II (II II %)

18 明褐色(′′ 7.5YR%)

-81-



ーIII-

「鵜 〇二二 ト

漠璽

王音

:

●

第IO図 土塀図 S二l/60

-82一



4
溝状土塀(陥し穴状遺構) (第11-15図、写真8へ13図、第2表)

前述した土塀の第一群所属のものも用途として同じ陥し穴が考えられたが、形態的にまとま

った本群を独立して扱った。後述のごとく、まとまっているとはいえ、規模よりA・Bの二群

に細分も出来そうだが一括して記述する。総検出数は50基である。

〔分布・方位等〕全体として東に緩く傾斜する調査地の、西半部に多く、長軸が等高線に沿う

ような方向に配置してあるものが多いo点在する物の他に3基・ 5基・ 7基等並列してまとま

った形で検出されたものもある。

〔平面形・規模等〕検出面形は超長円形又は両端の閉じた溝状で後者より名称は付されたが、

上端長軸長は156-400cm、短軸長は21-72cm、深さは55-1200mの値を示す。断面の検出形は短

軸方向において撥形又はⅤ字状・ U字状でこれらが名称として付された経過もある。埋土等

の観察の結果からは長軸方向は横長の長方形・短軸方向は縦長の長方形に掘り込まれたものと

思おれるo規模の傾向としては長軸長に二群のまとまり(156へ246cmと286-400cm)が見られ

るが、短軸長・深さの関係を合せ考えた場合形態的特質と見る事は難かしい。

〔埋土・出土物・その他〕自然堆積を示す埋棋士の最下層は黒褐色腐植土の薄層で壁部崩落

土の厚層・旧表土の黒色腐植土の最上層へと続いている。出土遺物は最上層に含まれる少量の

縄文土器の細片である。これら遺物には、繊維土器と呼ばれるもの、網目状撚糸文の施文され

ているものがあり、時期としては縄文時代早期後半以降を示すものである。各遺構のそれぞれ

について構築時期を明確にする事は現在出来ないが、並列配置をした同規模の物は同時期と推

定できる。

籍2表 図 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 】2 13 14 15 重6 

漢 
11-3 14-46 I2葛27 13-40 13-37 =-15 13-32 4喜43 14-50 13-39 14-44 】3-35 13-36 13-31 1 

11-1 9-7 

写輿番号 遺構名 

8-1 8-2 8-3 8-4 8-5 8-6 8-7 8-8 8-9 9「1 9葛2 9-3 9-4 9-5 4-47 9-6 

Ah68 Ba12 Ba50 BaOO〈西) Ba68(束) B874 Bb53 Bb71 Bぐ】8 Bぐ59 Bc65 Bd18 BdO3 Bd71 Bp50 Be53 
日 面 畑 ×52 377×48 243×29 346×41 338×72 205×23 308×52 362×33 400×49 344×37 366×40 330×48 336×50 297×38 38 

看 8 

底 部c調 (i92)×13 372×】2 240×9 389×12 346×21 193×12 302×19 355×】7 381×14 332×Il 361×】8 302×12 335×16 315×I2 2×53 3宣4× 

156×46 

深さc面 長 

68 

120 N120w 

72 87 92 62 73 88 104 86 78 89 100 79 10 107 151×15 77 

呵 N30 E N2 E N24 E N 量 W N63 E N100E N260w NlOeE N170w N7oW N360w N29oW N50E N27oE N
O 

そ の 他 IIl胃生糸3片 

27 E 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 
13-34 14-42 11-】1 Il-9 I3-38 】2-29 =-4 I2-17 I2-】6 11-2 11-7 14「49 14-41 12-30 12葛24 11- 

9-8 10-1 】0-2 10-3 10-4 10-5 10」6 10-7 10葛8 11-1 11-2 11-3 11-4 11-5 11-6 
5 11-7 14-48 11-8 

B f18 B fO9 BfO6 BfO3 B f56 B f83 Bg12 BgO9 Bg肋 Bh18 Bh12 Bh59 B=5 Ca95 Cc21 Cc65 Cd65 
328×55 359×44 192×54 189×47 340×64 246×40 166×36 206×39 205×36 159×21 179×39 395×40 352×50 286×27 233×36 170×42 

310×14 348×Il 185×】5 178×10 325×9 214×11 155×15 182×16 219×17 159×13 174×= 383×I2 366×15 277×7 231×11 172×13 

386×54 

97 71 75 72 76 62 71 76 66 55 68 83 96 59 78 82 402×13 91 

N2 W N53 E N22 W N14 W N20 E N90 E N270w N210w N40w N70w N2oW N4。E N78。量 N20E N670E N8eW N7
o 

縄文1I丁 
3E Ⅱ●置き糸1 

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 
11-12 13-I4 宣2「26 】2-18 11-I3 12-21 I2-20 12-25 12-22 12-28 12-19 =-10 I2-23 I4-45 1l-8 13-33 

11-9 12-1 12-2 12-3 重2-4 12-5 12-6 I2-7 】2「8 13-1 I3-2 重3-3 13-4 13-5 I3-6 13-7 =「6 13-8 

Ce18 Ce15(西) Ce15菓 C f24 Cf24(壕) C f21 Cf15 C fI2-重 C f12-2 CgO9 C鱗56 C貫62 C録65 Ci62 D種68 Db68 Db71 
129×40 204×49 243×56 212×54 195×48 223×50 215×50 235×57 223×45 246×54 214×46 宣90×67 225×49 374×41 182×46 3】0×48 178× 

238×18 215×20 236×20 248×21 218×】8 261×16 243×16 281×17 233×15 250×17 236×11 17】×48 251×30 402×10 173×I3 291×IO 37 186×】7 

99 100 =7 102 94 106 100 102 90 106 91 80 92 110 85 80 65 

N38 E N53 E N51E N23 E N15 E N】7 E N53。E N58eE N52。E N43oE N24oW N5oW N250E N220w N80。E N37oW N88oE 

石器1点 
○○●"1."暮 2産’ 梨木畑式 

喜喜喜臆 
緊不タ国 管〉人きき 〇〇〇〇ユニ質 2I十 縄文片4 縄文片1 復文片1 抑片1 

1・7/1) ′′ 一旧表土 7.暗褐色(

者) ′′ -1と2の批土炭化物含む 8.褐 色(

努)ンルト貿土-シルト貸地山朗諸士 9.課褐色(

%) ′′ 一明賞褐色土塊含む IO.射 色(
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5 縄文時代の遣物

この時代に属する出土物は少量の石器と土器片計762点である。その内遺構に関連あるもの

はすでに記述したものもあるが以下にまとめておく。

a石器 (第16図、第3表、写真第14図)

この種類は少量で、石鍛2点、石匙5点、石箆状石器2点、その他石鎚等の使用形態の考え

られる剥片あり、計33点は写真図版に掲載してある。

l)は1側辺が欠けてはいるがほぼ完形の石鍼である。 2)は先端及び基部を欠くが石曇族と思

おれる。薄身で、茎部の巾は大きいと推定出来る。 3)は細長い石匙であるが調整は粗である。

4)・5)は先端残存片である。 6)も先端残存片で、調整は両面に施されている。 7)は未製品

で下端は厚く平行な鋭い稜を持ち、裏面程鋭角である。 8)は左側下端にかけて欠損している。

9)は先端残存片で、各種は直線的で周辺部は鋭角である。 10)ほほほ全局が鋭い剥片で使用

痕が認められる。 11)は10)に類似の形態を有する。右側端は欠損している。 13)は下端及び

左側に使用痕の認められる石錐である。 16)は(Ce15)溝状土塀出土の小振りな石箆である。

調整は両面に施されているが断面形は非対称である。石匙に近い形態及び使用痕を有する。

17)は16)以上に断面形及び平面形は非対称であるが石箆に属させた。 18) ・ 19)は調整のあ

まり施されていないもので、材質の色調は前者が青灰色一褐色、後者が暗赤色と特異である。

20)は下端に3個所映り込み様の剥離痕を有する。 21)は右側上辺が鋭く使用痕も認められる。

22) ・ 23)には調整がほとんど施されていない。 24)は左側の2ヵ所に調整痕が認められ

る。加撃による加工は長い年月を隔てた2時期の痕跡を窺ねせる。 25)は右側に調整及び使

用痕が多く認められるが、挟状欠損等から先端方向を軸とした回転使用が考えられる。 26)

は調整のほとんど認められない剥片で、下端部等の形状より石斧としての使用が可能なもので

ある。 29)は下側及び左側が鋭く、右側は映り込んだ様に欠損している。 30)にはほとんど

調整が認められない。

bその他の石製品 凹石(第16-33図、写真14-33図) 1点は研磨面を有する。 庭石(第

16-35図写真14-33図) 1点は

c縄文式土器(第17図、写真15図、第4表)

出土物は細片が大半で、部分的に接合し形をなすが完形のものはない。胎土中に繊維を混入

させた痕跡の認められるもの276点、認められぬもの486点で、合計762点である。各遺構の

床面又は埋土よりの出土物も含め一覧表にまとめて記してある。
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1)-10)の土器片の大半は口唇部に縄文が施文してあり、胎土に繊維の混入を示す痕跡が認め

られるものであるが、 4) ・9) ・10)には口唇部への施文はない。施文に用いた縄文原体につい

ては、し-Rのものが大半でその種類は複数と認められる。 3)には口縁部内面に細長いし

-Rの節をもつ原体にて施文してあるが、他の破片には同様な手法は認められず、節も太く荒

目である。 11)・15)へ19)は(Ci21)炉跡に関する出土物である。 18)は五十瀬神社遺跡出

築3表 亜鯖番 実測図商号 写興図版番号 1土地蔦(遺物) 屑位 蝉ぐの 撒ぐの 厚さぐの 爪盤g 柑∴∴∴∴評 備 考 

石飯 
1 1 16-7 I4-1 C 56 I 1.8 1.3 0.3 0.5 堆積泥岩 一同辺が欠けていろ 

2 2 16-2 )4-2 C「24 I 2.2 l.6 0.2 0.6 II 先端及び納部欠く 

石壁 

1 3 16葛18 14-18 Cg15 I 5.0 2.0 0.3 4.2 堆横縞社砂岩 両側辺に使用瑛 

2 4 
一 14-9 Cお0 ⅡI 3.8 2.0 0.7 4.5 砂貨 泥岩 右側辺に使用僚 

3 5 16-10 14-10 Cg62 I 3.2 1.6 0.7 3.7 堆貸 泥岩 左側多用 

4 6 16-6 (淡惟) 
ー 

l.6 l.4 0.4 1.0 光輝域存片 

5 7 
ー 

14葛20 Dとる8 I! 2.9 5.1 2.0 13.0 未製品 

制作 

1 8 
ー 

14-24 CI59 I 3.1 2.1 1.0 4.0 下端、左同辺使用 

2 9 16-27 14-27 Df68 II 2.9 2.0 0.7 4.1 呼一博泥岩 先端、左側緑使用 

3 10 
一 

14-21 (Cg27)土鳩 I 2」 l.6 0.5 1.2 玉馳 薄手′小型 

4 11 
ー 

14-22 (Cg56)油状土塊 3 2.1 1.4 0.3 0.6 堤飾尼岩 lI II 

5 12 
一 14-8 (Cg27)上甑 I 3.7 L8 0.6 2.7 II 上部同辺に使用飯 

6 13 16-19 14-19 (Ca71)溝状土壌 3 2.6 2.4 0.7 3.4 り 先端・左側使用 

7 14 16-7 14-7 Ce18 I 4.4 1.9 0.8 5.1 II 先端・右側辺使用 

8 15 
ー 

14-11 CjO9 I 5.0 2.7 L2 14.4 堆貨緑色泥岩 右側鮫多様 

不党 
1 16 16-12 14-12 (Ce15)油状土壌 3 4.9 3.4 1.2 19.0 硬磁泥岩 三間辺使用 

2 17 16-13 14-13 D種18 I 6.7 4.1 2.5 68.0 弛横泥岩 上部調整不充分 

騒詳 
1 18 

ー 
14-14 Cf24 I 3.9 3.0 L0 9.2 玉槌貨泥岩 右側と同下側使用 

2 19 
ー 

14-15 (Cf21)溝状上棟 3 3.7 4.3 1.6 20.4 堆横泥岩 下端使用及び挟I)使用 

不 定 彬 

1 20 16-16 14-16 Dg50 I 5.0 4.1 1.2 27.3 覧貨砂岩 両側辺及び下端使用 

2 21 
ー 

14-17 Co18 I 5.7 4.8 1.7 49.5 玉槌貰泥岩 右側上辺に使用抜 

3 22 16-28 14-28 A 03 II 5.0 3.5 0.8 11.5 堆質泥岩 4周使用 

4 23 16-29 14-29 C 18 I 8.1 4.3 0.8 27.6 碩砂飾尼苦 II 

石 器 

5 24 16-30 14-30 Dc62 Ⅱl 7.2 5.0 2.3 51.6 堤質泥岩 右側先端使用 

6 25 16-31 14-31 Dd68 Ⅲ 5.1 6.1 1.3 35.0 II 右側辺多用、中央に操り痕 

剥 片 

9 26 
ー 

14-32 Ce18 I 10.0 5.3 L4 83.5 II 下端に使用抜 

10 27 
ー 

14-4 (Ch59)濡 底部 2.6 1.4 0.5 L1 II 先端・左側辺使用 

11 28 
一 14葛6 De59 II 2.6 L5 0.4 1.4 II 先端使用 

12 29 
ー 

14-23 Cd56 I 3.0 2.0 0.6 3.5 り 先端・右側辺に使用疎 

13 30 
- 

14-26 関68 I! 2.8 L9 0.9 3.0 細粧砂貨泥岩 先端に使用痴 

凹布 1 33 16-33 14-33 (Cc80)溝ヾ.ilO 
ー 

10.1 7.2 4.5 玄武岩貨溶岩 両面に使用凍・側面研磨 

築4表 「」軌番号 
’l子lヽ帽章 1粛∴∴1ナ 

出土位置 器彬 都位 色調 上∴∴性 I▲腫(鴨宮や) 外i面(劇場・地文や) 桐 考 

縄 文 式 土 器 

1 15臆1 Cd56 実収つ =殺餌 範賞構 砂、徽謝、偽し 刑蝕 し-R(噴油 l」擁綿雪電文雁潰 

之 15臆2 Cd59 II I 純∴榔 砂、鍍紺、肌 Il (摩滅)L-R Il軒高騰電文(L○R)庸撮 

3 17-1 15 3 C=8 I 
互 I 硯I味 石英、敬紺、組 し-R庄幻 し-R(細長) II II II 

4 17臆2 15」! CI53 I 
I I 明在薄 芸母、簸紺、許 母減 し葛R(乾田) 開田樋に見えろ 

5 17言う C156 I 
中 I 物 砂、戦訓、粗 I 」-【l(太良)咋職 口唇部縄文(L-R)庸雄∴磨滅 

6 17臆4 15賀5 C159 I 
l I II II II II II し-R-し(高大)埴滅 I時子那縄文(-R-1つ正賞∴陣没 

7 I「-5 
- 

C「O6 I 
り I II II II II II II II II II II I II 

8 1了」6 15 6 Ch71 施用 り I 継′在的 霊場∴∴∴航 炭質物付着 し-R(小母) =商都通史圧撮I即応不明 

9 1了臆7 Ci65 化し1 
り I I母が鮒 砂、蹴鞠、普 摩滅 」-R(免職)ゆ浬 口唇純利離 

10 )7臆 8 15 7 D種65 他= 中 十 I l I り II II II II 9(こ競り以 

1l 1了-9 )5・8 Cd21I 没∴沖 I 純∴篤 有炎、砂、津 縞き 2叉突起し1織鵜き、」-R(細田) Ci21対称持上11はに舶似(後期昔〉 

12 17臆10 15「9 (Cf2= 清雄土壌 尖塵つ I II 砂、織部、普 摩滅 R-し(窪=) 11将帥へi鵡文統帥瓢相席 

13 1了-11 15-10 (Cg2了上上頼 I 
中 I 拾 砂、敬執、親 II 」-R(静夫) u骨髄複文圧制緩木口太一骨入船下照当欄剛的削欺) 

14 -6 15-11 (Cg56)海状土壌 中 事 鱒,赤榔 lI II II り R-し(細長) 山帝都縄文癌撮 

15 】712 15-12 (C 21)伊里 深∴鉢 II 依∴榔 砂、有翼、机 中 鹿揃故、炭質的I・子弟 口唇那燐き、榔敏・交叉敏、体細片樺色 

16 】7-13 I5-13 (C 21)が鳩十 II 休∴都 憾∴色 II II II り 睦揃軟 15と同一仰体 

17 15-14 (C 21)持場士 没∴鉢 lI体 減光構 II II II 中 し-R(滝田)摩滅 推定し]径13ぐ同I8(二親似 

18 15-15 (C 21)事 台付鉢 
.`、 

II II II II II 磨き4仰のすかし 台卸.嚢で上成下虞(台湛〉蛋了,如才なタ太一性別 

19 15」6 (C 21)が 涼∴鉢 体∴部 鍾賞構 II II II II R-」R(細日)撚糸 硬質 

20 17-15 15「1了 C白8 I 没∴鉢 II 媒質褐 め′、石英、控 麻き、別線 L-R(矧【】)撚糸 器呼5即0 訊部近くか 

2l 17-16 Cj65 他山 り 口極細 ㈹∴依 甜砂∴∴∴浄 牌き II II II 樹ゾ5のの 外餌=暮 

22 17-17 15-18 C171 地11 涼∴鉢 体∴珊 湧賞憾 砂、紬撰、将 II 矯調R-し-R 継母1.&巾 地文を椋洞 

23 1519 (Cg59)位 高踏 II 噴∴都 笹∴惟 II II II 櫓き、別離 し-R(荒岡)、履近く駆き 収維9.1ぐ調 晴間二俣質物付着 

24 15葛20 り Ii 俸 り II II Il 胸き R-L(大門〉伎質物l寸前 璃慮土器残存良25ぐの 

25 15-2l (AfO6)上場 I卜暗部 II 制砂∴∴∴浄 II 構消し-R(細田)・滞状沈観区画 終呼5関∴波状=紋 

26 1718 15-22 Ch】8 尖碇? i十一休債 II 砂、戦鮒、机 I樺漫 R-」(細長)清拭 内外臆(二は虞門的付蹄、外は【】械(齢1〉海将) 

27 1了葛19 15 23 Cf24 潅∴鉢 十一休部 II 砂、絢厳、音 I曾)き し-R(細長)聯きし」雄 供鞘請け締、椎賞口径2蔦で、幣土思褐色 
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土のものに類似し、大木9式ないし後期初頭のものと考えられる。 (岩手県文化財調査報告書

第33集「東北新幹線関連工業」) 12)へ14)等の土塀及び溝状土蝶出土の半数は胎土に繊維を

混入させた痕跡が認められる。 (18例中11) 20) ・21)は原体に撚糸を使用している。遺構

に関して出土した撚糸の2例の内の1は網目状を呈している。 22)-25)は器形としても深鉢

型を呈し、胎土 施文(磨消技法を示す23)・25)等)より縄文時代の中期より後期にかすての

ものである。 26)は破片数も多く、胎土分析資料とした。胎土に繊維を混入させた痕跡の認

められるものである。分析結果は別記の通り検出元素としてCが、他の縄文土器と異なり存在

する事が特徴として上げられるが、時期・地域性等も条件に入れての比較でないので今後の課

題となる。

古代以降の遺構と出土遺物

古代又は中世に属する2棟の住居跡等がある。

a ・竪穴式住居跡

(Bc74)竪穴式住居跡(第18図、写真16図)

〔検出位置等〕 調査地北東部より中央寄りに確認された。後述する(Bc71)建物跡と重複す

るが、より古い遺構である。

〔平面形・規模・方位等〕 南北に幾分長い長方形で、広さは2・8 ×2.6 m2である。残存壁は

床面よりほぼ直に立ち、高さは25cm位である。長軸方向はほぼ北である。北壁の西寄りに煙道

様の張り出し部分があるが、カマド等の明確な施設は認められない。

〔床面・周樺等〕 ほぼ平坦な床面上の全面に炭化物が散乱してる。周溝状の施設も認められ

る。床面下には竪穴の掘方が有り、又廃絶後は人為的に埋没されたとの調査所見がある。北壁

及び南壁際に3個の柱穴(夫々掘方を有す)がある。 平均直径は30cm、深さは40cm、柱あた

りの直径は約15cmである。

〔出土遺物・時期等〕 直径約3cmの銅製品(かなり腐蝕している) 1点だけの出土であるが

他の状況と考え合せて、平安時代以降に属するものと思われる。

Be89 竪穴式住居跡(第19図、写真16図)

〔位置等〕調査地の北東部寄り、第一掘立柱建物群の南辺溝により高半を破壊されている。

〔平面形・規模・方位等〕東西辺2.9m、南北残存辺1.5mで原形は不明である。各辺はほ

ぼ東西・南北方向に沿っている。傾斜している壁の残存高は約15cmである。

〔床面・その他施設・埋土〕 平坦でややしまった地山の床面に柱穴等の施設は認められない。

埋土は自然堆積の様相を示し、上層に炭化物・焼土が、下層にパミスが混入している。
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〔出土遺物・時期等〕床面上よりロクロ整形の厚手赤褐色土器休部片2点(同一個体)が出

土している。 他の状況と考え合せて、平安時代以降の遺構・遺物と思おれる。

弓
-
ノ

・
、
.
- 黄純土 守黄轟古二王,;

⊥l

a -黒色腐植土(地山中塊混入) 「撹乱土」

b -黒色腐植土(地山中塊混入) 「/I」

C -黒褐色土(地山・黄橙色土混在) 「〃」

d -黒色腐植土(cに炭化物・焼土混在) 「Il」

e 一黒褐色土(炭化物混入)

f -鈍褐色土(黄植色土若干混入) 「煙道天井か。」

g一黒色腐植土(fが混入)

h -暗褐色土(細粒黄橙色土・炭化物・廃土が混入)

第i8図(Bc 74)竪穴式住居跡

鈍黄橙亭正幸÷黒色腐植土

0

4
団

五・ ∴ 。-脚色(舶色土・焼化物・健土若干混入.粗削丁A・ 第i9図(Be89)竪穴式住居跡
b- ′′ (aより賞櫓色鮎土多い・パミス混入)

」へ二一二〇一___」1m
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b.古代以降の出土遺物(第20図・写真16・17図・第4’表)

前述の遺構に関する以外の遺物についても第4表にまとめて記してあるが、赤褐色(軟質)

土器( :赤焼き土器以外のものも含む) (合計14片)及び須恵器(合計6片)の破片である。

イ.赤褐色(軟質)土器「いずれもロクロ成形が行なおれている。」

杯は4種類で底部3種・休部1種で胎土等特徴は見られない。

皿は推定分も含め2種類で内1種は部分的ながらロ緑より底部まで連結したものである。燈

明皿としての用途も考えられる。

嚢は休部の小片で、硬堅な薄手のものである。

口.須恵器 「大半が調査地東半の低地の溝埋土及び底面よりの出土物である。」

藷の破片と思われる。底部片は2で他は休部片である。底部のlは高台付である。

築4’表 図版番号 写具綴番号 出土佐田 器彫 部位 包装 
士 性 内面(瑠鮪等) 外面(瑠鮮・縄文等) 備∴考(惟寿ぐm) 

赤 褐 色 銀 貨 土 器 

1 20-1 16図 (Be89)竪穴伍 不 明 休 部 惟:,色 細跨含む∴普 ロタロ歓 ロタロ癒 2 1縄 大型袋か 
2 

ー 
I7「2 (Ch53)溝埋土 雄 収∴都 中 砂含む II り 糸切錬 1片が底厚8回田 

3 20-8 I7-8 (Ch83) ′′ II II 減算掩 中 り II 回伝糸切痕 2片接合産経55億の 

4 20-3 17-3 (Oa83〉方形土壌壇上 不∴明 しI ま 惟∴色 石英含む I′ I′後場き ロタロ瑛後膝き 4片1鞘皿か(姉16図) 

5 20-4 17-1 Df77盛土 皿 ロー 覚 中 砂∴∴∴∴請 II Il II II 1片炭貨物竹花 

6 
ー 

17-5 表鯨 埠 休∴綿 当 り Il ロタロ択 ロタロ抜「モミ抜」 1片 

7 20-7 17-7 II Il 奴∴沸 II 砂質∴∴∴普 不明(群耗) 糸切線 1片腕耗(底径7.0) 

8 
ー 

17-6 Il 不 明 体∴餌 リ 石英・砂 II 不明 不明 1片磨耗 

9 17-4 17-4 (馬小屋蹴) 葉 り 慨三∴子 ! 石英・砂瑛II 撫で 懐で =i.BjlO4P -107P の中間 

細 面 諾 

1 I7-】1 17-11 (CclOl)p白培土 不Iil) 明褐灰 砂憐∴∴∴杜し 横蝶で 横操で、付高台(ロタロ癒) 好さ=口調l 

2 17-13 】7「13 (Cd83)溝NO5 ll 体∴那 舶II天 紬瑛∴∴∴浮 II II、由然紬 I′13回のII太郎壕の瓢節近くか 

3 17-9 17「9 (Cd83)溝NO7 II 中 中 細砂 II ロタロ銀 ロタロ痕 ′′ 5・5血のl片小型裳の韻部近くか 
4 】7-12 17「】2 (Ch83)溝庭 り 峻∴謡 絶賞 細瑛∴∴∴親 り II 紳止糸切 II =回のl片推定陸佐(5.斑の) 

5 17-10 I7-IO (Da86) ′′ II 体 灰∴子 ′′ 蒋 横鰹で II II 9血のII 

6 17-】4 】7-14 CiO3 I 
中 II 的∴灰 II II lI 刷毛目(鎚) ′′ 13血のI′ 2)Bh104pi14 

Ⅶ 近世以降の遺構と出土遺物

この時期の遺構としては、掘立柱建物群・溝・水場跡・墓蹟群等である。これらと関連する

遺物は、陶磁器・石器・柱痕・杭・金属製品(鉄器・古銭等)等である。

1.掘立柱建物群

調査地東半の、溝に区画された地域に検出された掘立柱建物跡は3群に分けられる。

調査地北東部のB地区のものは、西辺と南辺に溝・北は土塁状の高まりに続く段丘崖に囲ま

れた第一群建物跡である。 C地区で西辺に溝と水場を有し、北・南辺に溝と南辺溝付近には墓

地を有するものは、第二群建物跡である。第三群建物跡はD地区にあり、東西・北辺に溝があ

る。これらの建物群中の建物間及び群間・溝は夫々特別な関係を有していたと思おれるが、現

時点にては個々の状況を述べるにとどめる。
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第一群掘立柱建物跡 (範囲中の柱穴総数251個) (第22図)

この群には4棟の建物跡が確認された。これらの個々については、増改築・その他の建物と

の切り合い重複の可能性について、再検討の余地を残す。

イ.第1号(A」65)建物 (第21図、写真19図、第5表)

梁列方位は北より730東へ偏っている。広さは、梁行7.0 ×桁行12.Om2(梁行3間×桁行4間)

である。西と南側に長さ約1 mの廟様構造を有する。柱穴の平均的状況は、掘方直径約50cm、

深さ約55cm内外、柱あたり直径約14cmであるが、個々については表及び断面図にて示してあ

る。

この建物の南北の桁柱列は対称形をなすが、東西の梁列は両側と中央が対応するのみである。

西側の桁間隔はD2-D3とD4-D。が3.8mと等しく、 D3-D4は約2mと短くなっており、廟もそ

れぞれに対応している。

周囲の柱穴との関係で、東側の南寄りにも廟存在の可能性を示すと思おれるものがあるが、

この建物図には示さなかった。図示した北側のAl-A2.Dl-D2の関係を見た場合、 Bl- (B2)

を考えたい柱穴があるが、この場合も廟として認めなかった。 E「E2間が、もう少し短く、

前述の柱穴列が平行ならば廟と考えられるものである。

A5掘方埋土より第20表の2とした寛永通宝が、又建物北方外側のAi62pitにも1)とした寛永

通宝が出土している。

口.第2号(A」74)建物 (第23図、写真19図、第6表)

梁列方位は北より380西へ偏っている。広さは4.4×8.Om2 (梁行2間×桁行3間)である。

東側に長さ約80cmの廟様の構造をもつ。柱穴の平均的状況は、掘方直径約40cm、深さ約70cm前

後である。この建物の梁列は南北対称であるが、東側及び西側のそれぞれの中間部の柱穴が不

明である。西側の梁列線上にはこの建物以外の柱穴と見なしたものが多く存在する。 B2-B揃

の柱穴についても関連付は難かしい。

建物東方外側にも柱大群が認められるが、独立した建物とする事は出来なかった。

ハ・第3号(Bc71)建物 (第24図、写真19図、第9表)

梁列方位は北より43o西へ偏っている。広さは4.4×8.Om乙(梁行2間×桁行3間)であるが

幾分北西隅の柱穴が突出た形の配列である。廟は認められない。柱穴の平均的状況は、掘方の

直径約50cm、深さ約55cm、柱あたり直径約18cmである。 北側の桁列において、 A2・A3は南側

に偏しているが、平行である。西側の梁列においてAlは前述のごとく突出しているが、周囲
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第2i図 第i号(Aj65)建物跡 縮尺:施
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集 5 表 Ai A臆. A( Ai A、 A.」 .l了 B.i B∵ C, C-音 C÷ 1十 

上 端i∴経音(周 i(0 67 41 46 51 了1 39 58 40 」1 52 58 32 

下 端 径 ぐの 35 44 19 40 38 00 13 44 35 40 38 13 之6 

深 さ 白面 28 45 88 65 58 51 39 」3 28 35 51 56 36 

練∴塙(十描けl) 133.42 !33.27 132.84 133.20 133,24 133.29 133.40 133.45 133.55 133.53 133.44 133.3了 133.5」 

D: D- D. D白 D, E- E. E, Ei E、 E■i E.、 E- 

上 端 径 (1m 71 79 95 50 48 36 53 79 」7 51 43 4l 書2 

下 船 径 ぐの 61 21 62 43 26 25 31 50 25 12 3了 36 39 

深 さ (爪 86 67 61 51 72 34 36 24 」8 31 3了 15 
.)り 

織∴塙(下端爪〉 133.04 133.24 I33.30 133.う3 133.23 133.53 133.55 133.66 I33.32 133.60 133.59 133.了9 133.了1 

禦 6 表 A, )十・ A、 .▲, .▲・, B, Bノ B ↑ B, B ふ 

上 端 経 (、調 33 38 27 41 35 34 39 42 35 32 

下 鑓 経 (、爪 )5 32 20 22 22 21 14 15 26 25 

深 さ ぐの 60 56 50 了4 30 62 74 72 59 」1 

棉∴∴高i∴ nl 133.10 133,02 133.00 132.78 133.16 133.12 )32.94 132.88 132.96 133.15 

第23図 第2号(Aj74)建物 縮尺:橘
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にはこれ以外に適当なものが認められない。 梁の中間にあたる桁列のB,とB。力対称の位置に

ないが、(Bc80)第1柱穴がB,と対応の位置関係にあるのでこの点再考の余地を残す。(断面には

この(Bc80)第l柱穴を示してある。但し柱穴列はこの場合C「C4の桁列に対し鈍角の配列と

なりA「A4問がC「C4間より長くなる。

この建物内には、方形配列を取る数個の柱穴や切合関係を有する柱穴が見られ、増改築の存

在が考えられるが、現在は不明である。

二.第4号(Bc83)建物 (第25図、写真19図、第8表)

梁列方位は北より77。東へ偏っている。広さは5,5×6.3m2(梁行1間×桁行3間)であるが、

幾分北東隅と南東隅が突出した配列をしている。西側には長さ0.7mの廟様構造が認められる。

籍 7 表 A】 A: A、 A, B, B∴ C̃ C÷ C. Ci 

上 端 待 ぐの 55 53 48 45 51 64 43 58 49 64 

ト∴輝き∴軽∴om 28 36 39 39 30 30 31 43 36 54 

清 さ 年の 57 58 55 51 71 37 56 47 46 43 

擁∴高(下端nl) 133.34 133.38 133.29 )33、24 133.19 133.34 )33.30 133.37 133、31 133.30 

第24図 第3号(Bc71)建物 縮尺: ‰
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この西側の配列は直線性を持たない。特に廟のC3は外側にはみだし、かつ他より大きい。 柱

穴の平均的状況は、掘方直径40cm、深さ65cm内外である。 桂間隔は桁行においてA「A2とA,一

Th4は2,2mとほほ等しく、 A2-A3は約40cm程それらより短い。 Al-A4とB子B。は並列関

係にある。 梁行は4.8mと長く、間柱の存在した可能性も考えられる。

この建物は、第一建物群の南端に位置し、後述する溝は南側を東西方向に延び画している。

禦 7’表 A, A臆. A. A, B, B. B., B, C, C, C.・ C C, 

上 端 径 (巾 40 33 」9 54 42 34 42 ふ0 18 20 23 33 = 

下 端 経 ぐの 27 15 20 35 31 28 24 20 16 13 15 25 8 

潅 ぎ ぐの 61 52 54 46 51 64 57 50 19 19 20 !8 9 

標∴∴鴻;∴ nl 】33.05 133.15 133.08 I33.10 133.05 】32.95 132.96 132.99 133.50 133.50 133,4了 I33.46 】33.」5 

第25図 第4号(Bc83)建物 縮尺:施
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第二群掘立柱建物跡(範囲中の柱穴総数300個) (第27図、写真19図)

本調査地の束半部中央にあり、南北・西側の三方を溝に囲まれた部分の北寄りに位置する。

現在考えられる建物は、直ご屋が2棟、曲り屋が3棟である。

イ.第1号(Da89)建物「直ご屋」 (第26図、第8表)

梁列方位はほぼ北方向を向いている。 広さは4.9×7.6m2 (梁行2間、桁行3間)である。

西側に1・1m長の廟様の構造も考えられるが、 C了は他と重複して属するものである。柱穴の平

均的状況は、掘方直径約42cm、深さ約27cmである。柱穴の配列は、梁列A「B「Cl・A2-B2-

C2 の2列がそれぞれ直線上にあり、南側の桁C列に対して直角であるが、他は鋭角又は鈍角

をなす。 柱穴のB,・Bl′は標高が他より高い。

梁列A5-C5が存在した可能性も考えられるが、この部分は皿状掘込み部にあたり不明であ

る。 他の建物である曲り屋の西側に重複して存在する。

第8表 A, A,i A: A」 A. A, B, B,i Bご B, C, C; C」 C、 C, 

上 磯∴経 55 23 48 41 51 30 32 50 47 43 37 42 54 35 49 

下 端 千 20 22 35 31 )6 25 29 25 Il 28 20 30 40 32 31 

深 ・言 
20 32 45 25 38 20 8 18 26 51 46 26 8 15 20 

暢 毒 )33,25 133.08 132.98 133,09 132、95 I己3.10 133.ふ1 I33、31 133、15 132.83 !33.01 133.21 133.23 133、19 133.()8 

戟,◎。I,酸2
I.8爪 2.6m

㊨
恒

㊥
柄

⑥。3 魚。
2.i m

第26図 第二群 第I号(Ca89)建物 縮尺二l:80
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口.第2号(Cd95)建物「直ご屋」 (第28図、第9表)

梁列方位は北より3o西に偏っている。 広さは4.8×6.Om2 (梁行2間、桁行3間)である。

柱穴の平均的状況は、掘方直径約48cm、深さ約33cmである。 北側の桁行よりA2 に相当する

柱穴を欠き、 B列ではB2.B3部分の柱穴が不明である。 A4は同群第5号建物のC8タ とし

て重複して属している。 全体的には整った柱穴配列をしている。

ハ.第3号(B」92)建物「曲り屋」 (第29図、第10表)

本屋の梁列は北より890東に偏っている。厩の梁列は北より5o西に偏っており、本屋と直角関

係になく、北東方向へ開いている。

本屋の広さは6.9×14.4m2、厩の広さは5.7×6.9m2である。 柱穴の平均的状況は、掘方直径

約43cm、深さは34cm、柱あたりは18-20cm位のものが多い。

本屋東半部には廟様構造を有する。南側A,-E,の梁列はA。-E。列と4.2mも離れているが、

桁列及び梁列の柱穴配置が整っているので此様な曲り屋としての構造を考えた。(A,-H】列-A5

築9表 A- A, A. B. B. C, C∴ C.′ C- 

上 端∴径 43 40 47 
ー 

58 42 48 56 47 

下 端∴径 31 15 46 
ー 

52 24 41 48 )7 

深 さ 34 36 29 
ー 

31 30 33 32 42 

練∴∴∴商 133.03 132.臓 132.93 132.90 123.02 132.96 132.89 132.78 

㊥A3 ㊦A。

●
′
一
・
-

m

2
・
7

m

4
・
8

m

㊥B。

⑥c一 ㊧c2 ㊦c3 ㊥。,

2.I m I.8爪 2.I m

6.O爪

第28図 第二群 第2号(Cd95)建物 縮尺=i :80
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一D5列の病棟構造をもつ直ご家の可能性も考慮する必要はある。)

間取り・排水溝・井戸等詳細については現時点において不明である。

二.第4号(Bj92-)建物「曲り屋」 (第30図、第11表)

本屋の梁列は北より90o東へ偏っている。厩は同群第3号と同様本屋と直角でなく、北東方向

へ開いているが、方位上はほぼ直角に近い。

本屋の広さは8.4×19m2、厩の広さは7・5×1l・4mてあり、曲り屋3棟中最大である。柱穴

禦10表 A, A: AiJ A工 Ai〇、 A. A! A。 A了 Bi B∴ B. B∴ B。 B了 C, C. C。 C了 lら 

上 端∴径 40 40 38 22 37 43 55 56 49 14 12 50 35 
一 

54 56 60 33 29 66 

下 端∴径 34 33 16 13 18 28 30 49 36 16 13 18 17 
ー 

31 21 19 17 19 45 

潅∴∴∴さ 53 38 33 41 46 51 40 45 35 12 36 25 10 
一 

24 46 39 28 25 62 

標∴∴∴商 132.81 132.96 133.03 132.97 132.88 132,83 )32.90 132.90 132、95 133.)2 132.96 133,04 133.15 
ー 

133.02 132.82 )32.90 132.88 132.95 132.68 

D. D, D、 D。 D, E, E, E。 E了 Fi F∵ F. F, C, C登 G. H, H」 H. 

上 端∴径 51 47 
ー 

48 57 35 46 :!6 50 41 38 38 44 40 36 40 55 34 54 

下 端∴径 16 14 
ー 

39 40 16 17 23 15 29 26 17 20 30 31 30 25 36 33 

深∴∴∴さ 28 35 
ー 

34 20 22 22 22 58 31 32 34 8 41 73 23 26 

標 高 132.88 132,84 132.80 132.95 133.06 132.97 132.95 132.67 132.84 132.80 132.70 132.事4 132.27 

5
・
4
m

1
・
8
m
 
l
・
8
m

m
○
○
▲●

●
1

2

A

m
0

70

曾2,⑥A 2
2

㌔
∴
口

2.7m

㊨∴㊨。, eE,
Cl

G
㊧

F
e

oF2

○∴∴∴ eF購
D3

圏
OG2

㊤F。 ㊦G4
2.4m 2.7m

⑱
H

5.1m

3
・
3
m
5
・
7
m

QA7 ⑫B7 Oc7 q,,OE+
第29図第二群第3号建物縮尺こI :I60

2.8m l.8m

6.9m

-108-



ーIII-

の平均的状況は、掘方直径約43cm、深さ約31cm、柱あたりは約18cmであるが、北側特に厩部は

細い物が多い。 厩は現代の馬小屋の掘込み部を取りこんでいる。

第11表 A- A- A・ A、 A. A∵. A.i A÷ A。 A音, A,,1 A,i B, B中 B-, 

上 端 径 37 50 40 35 26 30 38 40 37 49 48 45 33 51 41 

下 館∴径 I7 29 22 19 25 40 22 17 28 36 45 24 25 47 26 

深∴∴∴さ 34 49 23 35 32 44 40 30 23 34 14 20 26 21 18 

練∴∴∴商 133.03 132.90 133,16 133.02 1縫上Ol 132.94 133.94 133.00 133、15 132.87 133.24 133、19 )33.08 133.07 133.13 

C, C. Ci Cト C,。, C月 D) Dト D圧 D,( E! E-, E. Eト. E音, 

士 掘∴径 33 30 56 42 48 44 37 53 53 59 39 4之 26 39 53 

下 端∴縫 28 22 40 22 45 17 31 53 50 48 28 43 25 22 45 

深∴∴∴さ 14 34 46 45 26 18 22 28 25 1了 36 46 41 35 27 

標∴∴∴商 133.21 132.89 132.85 132.80 132.96 133,04 133.06 132.95 132.95 133.04 132.93 132,77 132.75 132.79 132.87 

Eっ, E,,。 E白子 E。 Eii F, F主 F・, Gi C)i G -i H, =∴ I臆・ 上、 

上 端∴径 43 72 49 42 42 48 46 28 65 42 36 36 52 43 

下 端∴径 23 54 36 22 22 23 31 15 33 31 25 31 46 16 

深∴∴∴さ 40 52 34 21 21 38 44 24 22 35 54 14 50 38 

標∴∴∴商 132.74 132.68 132.87 132.98 132.98 132.89 132.67 132.92 132.87 132.63 132.44 132.44 )32.66 
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本屋東側の南寄り半分には廟様構造が考えられる。 E5-E8は5.7mと離れ過ぎて居り、間

柱の存在の可能性を考慮しなければならない。この点においては同群第3号建物と同様で、南

半部と分離した直ご屋の存在とその後の増改築過程の存在をも考慮しなければならない。曲り

屋として存在する場合には、同群第3〇 ・ 5号建物の柱穴を重複して使用する事が配列上整った

形となる。

ホ.第5号(Bj92’’)建物「曲り屋」 (第31図、第12表)

本屋は梁列は北より89o東へ偏っている。厩は同群第4号建物と同傾向を示す。

本屋の広さは8.5×13.5m2と西側の3.9×7.7m2の突出部を加えたものである。厩の広さは6.6

×10.8m2と同群第4号建物より少し小さくなっているが、現代の馬小屋の掘込み部は取り込ま

れている。西側の部分を除けば同群第4建物より縮小されたものになっている。柱穴の平均的

状況は、掘方直径約44cm、深さ約33cmである。これらの柱穴中に柱痕が多く残存している。(第

33図・写真22・23図・第14表)材質はクリが大部分で1部にナラが使用されている。多角形の

面取り痕、木口の鋸引き・削り調整、樹皮等が認められる。

柱穴配列は整っている。屋内には井戸・排水溝も備えていたと思おれる。
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簾12表 0) 0」 0ご・ 0. 0. Oi・ 0、 A. Åi・ Å. Å÷ Å 《 .l.. .l. .l.・ .l、 

上 端∴径 60 48 55 50 64 37 42 83 43 52 40 53 22 48 26 )5 

下 端∴径 34 35 20 40 39 22 30 76 10 25 22 42 12 20 25 
つつ 

清三∴∴∴さ 36 45 20 38 42 22 26 38 39 う0 23 ふ7 41 」7 32 53 

僻∴∴∴商 】32.99 132.98 133.25 133.03 133.00 133.25 133.21 132.97 132.97 132.94 )33.16 132.88 132.98 132.84 133.()1 132.00 

.ふ、 A。 .ふ。. Å.・ .1‥ A. .l.. ▲., .l可 B. B工 B, B。i C, C. C ■. 

上 端∴径 30 33 44 38 47 58 38 41 39 50 40 49 47 67 41 41 

下 端∴怪 40 40 37 22 41 52 25 33 25 13 34 54 34 54 31 34 

深 さ 44 45 43 40 14 55 13 28 37 33 43 31 14 24 35 18 

鰐 高 132.94 132.88 132.90 】32.94 133.18 132.78 133.24 133.07 133.02 132.95 I32.85 132.95 133.11 133.06 132.94 重33.10 

C了 C了 Ca C, C単 D, D., D、 D言. D。 Dい D÷・ D一 D.・ D:, D,,. 

上 端∴径 45 49 70 41 42 42 44 41 43 52 42 39 48 41 33 36 

下 端∴径 43 45 50 39 35 33 26 30 2之 44 14 27 40 9 32 34 

滞;∴∴∴さ 32 26 32 15 31 45 
一 

40 35 30 27 25 31 19 6 14 

標 高 132.82 132.91 132.83 133.】0 132.90 132.84 
ー 

132.80 132.81 132.85 132.89 132.87 132.82 )32.93 133.09 )32.96 

Ei E: E.. E. Eら Fi Fご F5 C. C:, Hi =十 日農 I- I《 I, l∴ 

上 端∴径 33 22 47 44 44 34 45 44 49 50 48 
ー 

48 28 37 42 52 

下 掘∴径 29 26 25 20 20 36 23 】5 34 25 21 
一 

31 20 35 33 36 

潜;∴∴∴さ 29 34 25 22 32 40 57 50 38 30 36 一 
46 15 25 26 49 

標∴∴∴商 132.97 132.80 )32.91 132.99 32.80 132.73 132.53 132.57 132,12 132.63 13之,57 
- 

132.54 132.75 132.事】 

以上、第二群建物5棟について記したが、直ご家がより古く、曲り屋は第3 ・ 4 ・ 5号の順

で新しくなると考えられる。

禦13表 A` A- A- A, A、 B, B、 B B, B二 C, C Ci C、 D, D D l主 D∴ 

上端経ぐの 36 45 38 34 32 32 寸1 34 34 3寸 33 32 35 高I 3? 38 3(う 小) ふ1 

下端経(、の 20 18 46 10 17 26 30 22 2了 登0 22 22 30 23 25 3(l 28 こ!5 ご」 

源三∴さ∴∴ぐの 62 54 45 34 47 」5 18 47 42 30 16 」8 こま7 ごく) ごく) 」3 3二! 黒l 
●)リ 

慨∴爪inl 133.09 133」2 )33.12 133.20 133.(" 133.18 133.12 133.09 133.09 133.1了 133.15 133.)0 133.IO IOO言い )33.3了 重33.1(l 133,I:! lぶ).()7 13、上18 
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第32図 第三群 第l号(Da77)建物 縮尺=I :80
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築I4表 1 2 5 8 10 12 13 14 15 I7 18 19 23 24 25 26 27 28 29 31 33 34 35 36 37 

鞘∴∴頼 性腺 II り II り lI II II Il II Il II の II II 抗 II り II II II II り II Il 

村∴∴ 貨 ナラ クリ II lI II II II Il II Il り II II 甲 II ナラ クi) ナラ クI) スギ ナラ スギ ナラ Il クリ 

博士位置 Bj92 Bj92 Bi95 B=0l B=0l Bj89 Cb92 Cb95 Ca98 Cd95 Cd98 Cc98 CdlOI B=IO BhlOl Bii調 BiIOl BjI" Bう1調 B白帆 Bjl仰 Bj=O BhIO7 BhI仙 Bh)仙 

館 ぐm 15.75 25.86 15.45 19.50 9.75 18.30 17.10 17.70 12.00 19.35 22.05 19.20 20.40 17.40 22.65 5.67 3.30 1.80 3,00 4.05 3.60 3.87 4.80 6.30 2.40 

技 さ く叩 12.45 20.70 38.85 26.40 9.54 18.75 12.30 9.00 9.00 25.65 18.30 21.30 2L30 25.26 24.15 26.)0 25.80 23.25 16.95 51.15 23.70 33.60 19.80 18.60 34.50 

伯∴∴考 

郷2拝 No3二 No7二 No11二 妹2群 都2群 簿2群 No16二 郷2群 錦2群 都2群 

5号逸 物のA-i 

クリ 2-5D- 

Ca59 No9こ 2-5E: 
5号逸 物%, 5号趣 物管、 5号槌 的雀 2-5 A〇十 フ 

5号建 物A鴨 5号捉 物B. 5号堪 物Cき 

第三群掘立柱建物跡(範囲中の柱穴総数97個)

調査地の最南端に位置し、北・東西側の3方に溝が検出された狭い平場上の2棟よりなる。

イ.第1号(Da77)建物(第32図、写真19図、第13表)

梁列方位は北より16o東へ偏っている。広さは5.1×6.6m2 (梁行2間、桁行4間)で北側に長

さl.5 mの廟様構造が認められる。柱穴の平均的状況は、掘方直径約35cm、深さ約45cm内外、

柱あたり径15cm前後である。 A,・A4-D,は切合い関係を有する柱穴である。

C,-C5に間隔のゆらぎが見られ又、 C3を欠いているが、比較的整った柱穴配列である。

第I5表 Ai A, A- A- Aま A。 A÷ B, B, B了 C, Cご C、 Ci C。 C, 

上端径ぐ調 31 20 31 24 32 37 31 31 34 34 29 27 31 30 26 25 

下端‖竪c爪 20 15 24 17 23 25 22 20 15 19 23 17 24 20 20 19 

涼!∴さ c血 41 27 49 11 20 38 47 37 16 39 32 40 20 29 38 27 

標∴高 m 133.06 133.23 132.98 133.31 133.06 132.95 I32.86 133.06 133.17 132.96 133.08 132.96 133.14 133.10 132.95 133.04 

Q.oAz
㊥A.∴∴OA・ ㊥,

OBi

曾

O。, ⑮。2 ∴∴㊥。. ㊥。. O。。 ∴①c7

第34図 第三洋 第2号(Dc77)建物 縮尺=I :80
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口.第2号(Dc77)建物(第34図、写真19図、第15表)

梁列方向は同群舞1号建物とほぼ同じであるが、梁列は異なり、広さも5.4×8・6m2 (梁行2

間・東側3間」、桁行5間)と広くなる。 柱穴の平均的状況は、掘方直径約30cm、深さ約42cm

前後であり、同群第1号建物のそれより幾分小さく、建物内に検出されたその他の柱穴数も少

ない。 それぞれの梁列は間柱が少なく南側と北側では、ずれも見られる。

同群第1号建物とは2 mの距離にあり、用途上の関連性・同時期性・構造上の連続性等のか

かおりを考慮しなければならない。この事は同群第1号の建物のD2・ D4それぞれの南側の柱穴

及びD3の南側(本建物北側桁列柱の中間位)柱穴の判定結果にかかれっている。

2 溝

調査地の西半部に多く、地形の東西の傾斜方向へ延びる自然の溝と、東半部に多い東西方向、

南北方向に延びる人為的なものと思おれる溝とがある。

自然の溝(遺構配置図参照) 主なもの4条

イ. (Bc27)溝

調査地の北西部にある。 巾約75cm、深さ13cm前後、確認長は33mで未調査の西方へも延び

る。東端は掘込みにより削られ不明である。 旧表土II層下部が検出面である。 埋積土は自

然堆積の黒色腐植土のみである。 出土遺物はないが、 (Ba12)溝状土塀の一部を切っている

ので古くとも縄文時代以降のものと考えられる。

口. (Cg53)溝

調査地の中央部に位置する、 巾約65cm、深さ10cm前後、長さは10cm前後で両端の閉じた

形状の浅く短い溝である。 埋積土は暗褐色土のみの自然堆積層である。 出土遺物は、胎土

に繊維を混入させた痕跡の認められる縄文土器細片がある。 縄文時代の(Cg53)焼土・ (Cg

56)住居跡と切合い関係にあり、それらより新しいが、 (Cg56)溝状土塀との切合いの前後関

係は明確でない。

ハ. (Da27)溝

調査地の南西部に位置する。 巾1 m前後、深さ約35cm、確認長は約57mで更に未調査の西

部に延びていると思おれる。 東端は南北方向に延びる溝に切られている。 Ⅳ層上部が検出

面であるが、これは削平によって表土(耕作土)下がⅣ層になっている為である。 埋積土は

4層よりなり縄文土器細片を出土する。この土器片は胎土に繊維を混入させた痕跡の認められ
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るものである。 縄文時代の(Cg62). (Cg65)溝状土塀・ (Cg59)住居跡等と切合いの関係に

あるがその新旧の判定は出来ない。

ニ. (Dg50)溝

調査地の最南端に位置する。 巾約48cm、深さ約8cm、長さ約25mで途中浅く切れている。

埋積土は黒褐色土のみで、出土遺物もない。

人為的に作られた溝

3群の掘立柱建物跡をそれぞれ巡る多数の溝があるが、南北方向のものが複雑な形状をなす。

小規模なものは各々の建物の周囲や内部に延びているものである。

イ.第一群掘立柱建物周辺の溝

調査地中央部近く、南北に延びる4条の溝が検出された。それらの平均的状況は巾約60へ100

Cm、深さ5-45cm、長さ約30mである。 重複している部分の新旧関係については不明である。

埋積状態は自然埋没を示している。 南側の第二群建物跡との間に東西に延びる溝がありこ

れと南北溝は連結するものと思おれる。

口.第二群掘立柱建物周辺の港

北都側の1条と西側の6条がこの建物群周辺の溝である。西部側の4条のうち東寄りの2条

は分離して存在し、より東寄りの1条は北部側のl条とつながっている。西側の4条は並列し

ていてその重複関係は上層部が非常に槻乱されている事もあって不明である。この4条の溝は

南方に延びて、第三群建物跡の北側を巻いて更に西側を画した形をとる。

北部側の1条の溝は、東西に延び、中央付近より南北接した2条になり、更に東方で北側の

l条になる。中央部北側の溝の埋没後南側の溝が設けられている。この溝の平均的状況は、巾

約18cm、深さ約25cmである。 埋積土は自然堆積の状況を示す。この溝は前述の通り西部で南

方に転じ後述の(Cb80)水場を経て南部墓場の北側で東方に転じ南辺溝となる。この西都城で

の溝の平均的状況は、巾約80cm、深さ約32cmである。 埋積土の上半部は人為的撹乱土で下

半は自然堆積を示す。この下半部に後述の陶磁器片を多量に伴う。

ハ.第三群掘立柱建物周辺の溝

東部側の2条連接して検出された溝は、第一・二群掘立柱建物周辺溝として述べた溝の南半

部である。これは東側の溝が自然埋没後に西側の溝を設け機能させているもので平均的状況

は、巾約85cm、深さ約20cmである。埋積土の上層は人為的確乱土で下層は自然堆積である。
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北半部から西部側の溝については前述の通りで、平均的状況も巾約80cm、深さ的40cmとなっ

ている。

第一号建物の北側から西方向、弧状の溝は巾約30cm、深さ約10cmの自然埋積の状況を示し、

雨落ち溝と思おれる。

3. (Cb80)水場(第36図、写真19図)

前述の第二群掘立柱建物の西部側溝の北西隅に設けられたもので、水の溜り場は南北に長く

広さ3.2 ×2.OmZ,深さ約35cmである。水辺の平場は北東隅・南東隅・西側の3ヵ所に見られ

る。 水は湧水を用いており、調査期間中も枯れる事はなかった。この水は北側及び南側に続

く溝によって排水される。 埋積土は、溝のものと同様に、上層は黒褐色植土に黄褐色土団塊

が多量に混在した人為的撹乱層で、下層は黒褐色土の自然堆積土である。 水場の底及び接続

する溝より後述の陶磁器の破片や、金属製品(寛永通宝l枚、鉄製品)、ガラスの小びん「森

下謹製」等が出土している。

第36図(Cb80)水場跡
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3’. (Dc92)墓塀群(第37図、写真24図、第16、20表)

調査地南東部の前述の溝に囲まれた狭い部分に16基の墓媚がある。平面形は隅丸長方形7基、

円形9基合計16基で大きさ等は第16表の通りである。

墓碑は14基であった。この自然石に刻まれた墓碑の年号は半数の7つが判読出来た。享保12

年(1727年) ・同18年(1733年) ・天明4年(1784年) ・文化6年(1809年) ・文政4年(1821年)

安政元年(1854年) ・同5年(1858年)等である。

墓塀より棺桶3 ・寛永通宝13枚・土葬骨その他が出土している。墓堀のl)は隅丸方形で

底部には横にして西方を向いた棺桶の下半部が検出された。 12) ・13)は円形で、底部には棺

桶の底下半部が残存している。残存の具合は木質部より竹質部の方が良好である。

○
描

○棚。

田
園

圏
㊤1。

墓振3・4

(Bc95)登城l

∴
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(Dc92)墓塀群

縮尺 1/40

第37図 墓抜群
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第 16 表 

継.析∴応∴号 1 2 3・4 5 6 l 8 9 川 11 上- 13 11 】5 16 

上 糾し∴半 面 彫 民有彫 II I り り 叩∴彫 II I I 

)-7(良触×卑鮭) 
90×72 92×80 10ら×76 i36×95 96×73 i2?×86 42 46 52 」5 了了 61 6し) 66 61 

深 さ(ぐ調) 55 50 49 24 31 15 32 25 21 16 5し) 」0 30 50 21 

3′′. (Cb77)馬墓

第三群建物跡の北側に1基検出された。 上線形は長楕円形で南北に長い。長軸長2m、短

軸長3.5m、深さ約33cmである。底面北端に1頭分の歯牙が認められるのみであった。

4 出土遺物

近世以降の出土遺物として、陶磁器(捨鉢等)、石製品、金属製品等が見られる。遺構に伴う

と思われるものについてもこの頃の一覧表にまとめた。

築1 7最 図版番号 写青馬書 出土位置 器形 部位 色調 土 性 内面(錆鮫等) 外面(銅鏡・施丈等) 脂∴∴∴∴考(推定I拒m) 

抽 鉢 

1 20-)6 17-16 C892絶大 鉢 口織部 珊赤鳩 細懐∴∴秤 ロタロ槙 徴集2 ロタロ(取合3般) 蹴条創広い 片口師 道I)静い 

2 20-17 17-17 Il II II ′′ 灰色∴蹄 II II 8 ′′ (′′ 2臓) ′′ ′′ 6条太い2条細い 慨彫良昨 

3 (-20) 17-18 Dc98枝嫉 Il り 鱗赤的 砂∴淑憾牲 姑櫓 II7 輯抽(′′「2般一問魔い」) II 軟い 6 一口野師灰オII-プ色 

4 2○○)9 17-I9 り lI 晴赤掲 砂上諦押し 軒 II IIlO ′′(′′「2職一幾分広い」) II 嘘:い 調 子中職(口径28) 

5 20-24 18-24 B 107pi12 
II 底 部 鱗赤的 II戴赤褐II II 5 艇で ′′ ′′ 内面(二円的線条(政経)4) 

6 20-21 18-21 C 1011也山 II II 灰∴亦 ′I褐灰II II 6 り I′ ′′ 内面l二円闇線条(境涯9.9) 

7 20-22 18-22 (Cc77)溝 II II 鱗疎的 II灰的II II 9 II I′ II掃い内臓と肉体に墳升(庇径重4.2 

8 20-23 18-23 (Cc80)書農 II II II II II II II 8 II(糸切標線跡) ′′ ′′ 磨面路上飛出(駐径12.4) 

9 20-25 18-25 西辺溝近く液状 II II II II褐灰II 拡拍 ′′10 ′′

(
II

) 
II 狭い(庇径6.5) 

簾1 8裏 回顧番号 写費番号 出 土 地 点 巷∴櫨 部 位 口 径 高台径 詰 高 粕 色 鶴 胎土色綱 織機 備 考 

1 38-1 25-1 (Cd83)溝No7・8 ロー度 11.2 50 6.4 灰色一明赤灰 汲赤一線撞 ナシ 口楊一波打(内外)、木灰拙、高台部に生地磯田 

2 25-2 (Bi)01)pit 口糧部 (7.4) 明録灰 褐灰 〃 同 上 

3 38-3 25-3 (Cc95)土嬉 II 重1.0 灰白 鈍斌撞 (床面出土) 

4 38-4 25-4 Bi92 卑 明赤禍一線灰 明赤灰 標高 

弔棚 5 38-5 25-5 Cg15I 
中 灰由一蹄赤 灰白 中 

6 38-6 25-6 (Cd83)溝No8 り 
(10.7) 灰白一昭オり-ブ II 中 

7 38-7 25-7 B種71 休 部 (5.5) 淡賞 洩蹴憶 ナシ (2.5Y%)(10YR%) 

8 38-8 25-8 Cd89 底休部 3.8 明オI)一ブ灰 明褐灰 n 2.5-綿Yれ〈7.5Y【けt)高台内細に長さ寄片(意思動 

陶 器 糊 

9 38-9 25-9 Bi98 庄∴部 3.9 り 灰白 II (5CYブイ)(10YR%) 

10 38-10 25-10 (Cd83)漕No6 小 5.6 II 演武 中 (5CY者)(10Y%)、高台部内外素地飛出 

1l 38-11 25-11 (C♭74)沸 
中 5.9 蹄宵灰一所灰 褐一灰賞褐 II 

(5B;仁者)(7.5YR%-10YR舞)高台部内外需地震出 

12 38-12 25-宣2 Df77盛土下 ロー底 10.2 5.2 2.8 漁瑠(2.5Y%へ4) 洩節紐 当 (10YR%)口緑内外に波打 

13 38-13 25-13 (Cb92)pit 口・底 (12.0) 4.4 (4.0) 灰白・オり-ブ灰 灰白・他 (7、51男)(iO悩一柳、(10YR約、度藍色織機一減簾創7.5Y鴨一柳 

I4 38-I4 25-14 lI ロー座 (13.1) 〈6.0) (3.9) 明繰灰(5Gブイ) 灰由一鈍焚概 (給付) (10YR%-為)鬼瀬絵1(内面鹿部)、口唇串く輝が星辰 

15 38-15 25-15 (Aj71)迎物P2 口織部 (14.7) オリーブ灰(10Yラ4) 灰白(N%) 別線 関大、気泡、なめらかlこ外皮 磁器貨 

】6 38-16 25-16 (Cd83)溝No7 ロー度 13.5 6.5 3.9 甲オiI-1灰一廉オi)-1 赤・灰白 禦原画 (2.5CY7仁5Y粉、(波面10R%・内7.5Y者)重ね鍵債4 

】7 38-】7 25-17 II II 

(14.0) (6.2) (3.8) 閤オil-7畷-オリー“7灰 赤禍一明赤灰 II (2.5αn-101執表面10蛾・内5畝)、栓(珊色101蛾赤7.5眺) 

18 38-18 25-18 (Cc80)濡 口・庭 (14.0) (6.2) (3.8) 朝オリーフ叛一膝オり-1 鍛貰憧・灰白 議綿実 (2.5α者-7.51姥)、(表面IOl秘・舶1男〉、栓(朗色)OY鴫) 

19 38-19 25-)9 !(Cc的)溝 ロー底 (19.4) (8.8) (4.7) 地政褐(10Y努) 絶頂概(10YR% 鳶職観 ((脇3〉恥、絵(輯褐色10Y蛸・赤7.5胱)全面に嘱需凪5P者) 

20 38- 25-20 (Bj92)pit 碗 ロ・体穏 (10.4) 演武(5Y%) 漁貸(5Y%) 飼帥 機鍬 清い粕に細い購入、出口 

21 38-20 26-1 (Bi83)溝 鉢 ロー底 19.6 7.8 9.6 鈍災禍・オi′-ブ灰 灰斌(2.5Y%) ナシ (外10YR%へ%・内2.5CYライ)、灰楕 

22 38-21 26-2 (Cd92)p汗 
n 口・底 (23.3) (10.3) 〈)0.0) オi)葛で灰(2.5GYライ) 褐一灰斌褐 II (7.5YR労-宣0Y鵡4) 

23 38-22 26-3 (Bi71)溝 
lI ロー疲 (19.4) (7.6) (8.5 灰オI)-ブー璃録灰 純軽・掲灰 (5極-10YR汁l調朝)(表7.5Ⅷ新和OY覇)ロ鞭柵に潰れ 

24 38-23 26葛4 (Cc80)溝NolO 
II 口糠都 (21.4) 明録灰(5Cブイ) 灰叡(2.5Y舞) 口唇部厚1.Ocm、体下部厚0.9c同大馳 

25 38-24 26-5 (Bj77)濡 茶∴整 ロー底 7.8 5.4 7.6 羽織灰・哨赤禍 蹴灰(2.5Y舞) (1調瑠・51斌)回を糸切慶、口糧に廉物体館下に鹸絡 

26 38-25 26-6 稜線 II 口織部 (9.3) オI)-ブ灰一明貨褐 賞灰(2.5Yシ;) (10碓・2.5Y覇・7.5Y鴫)回議に軸、絡昏甲賀刑事的者)色鹸糟 

27 39-27 26-7 (Cc80)溝NQlO 当 唾休部 6.2 褐色(10YR%づ∂ 鈍瑛褐一褐灰 (10YR?さへ桝)日韓部(7.5Y郎`)内面に幡櫓なし 

28 39-28 26-8 (Cd83)溝No7・9 
II ロ・下体 (18.2) (10.2) (17.8) 晒赤・灰白 灰赤(10R%) 互 ()0鴫-2,5Y蛸・2.5鋤-1001男)灰絡飯慶敵地定 

29 26-9 CfO61 不 明 体 
ー ー 一 

暗紫灰(5RP邦) 焚灰(2.5Yライ) 不明 棺はガラス化不充分、機が厚い部分灰オI)-ブ色 

30 38-26 26-10 Bi98 急∴狽 桶 部 (10.8) 朗オiト1灰(鵜Y舞) 斌灰(2.5Y者) ナシ 24の相調に捌似 

31 38-30 26-11 兜二種物群西溝西 不 明 (筆) (6.7) (7.0) (1.9) 
ー 憶5YR% 素焼きロタロ成形 

32 38-15 17-15 (CcOO)溝No11 
り (休部) 

ー ー ー 洩質権10YR% 素焼きロタロ成形 沈織機射線 

33 38-27 18-27 (Bj98)pit (角錐) 
ー ー - ー 撞5YR% 素性き・磨き整形∴雲母細片含有 

34 38-28 18-28 埠′小屋の壁 不 明 (口鱗粉 (14.8) 
ー ー 滅賞樋10YR% 可 素焼きロタロ氏形∴錬炭火鉢か 

35 38-26 18-26 (Ce83)溝No2 (火鉢) (口離郷) 〈31.4〉 
ー - 漁憧5YR% l甲機 素焼きロタロ虞形∴瓜色処理をしてあったか 

36 38-29 18-29 (α80)溝No15 (花馨) 鹿 部 
ー 

(10.3) 
ー 洩焚棲7.5YR% 病性紬農 素焼きロタロ成形 内外とも爪〈諦色 

磁 器 

37 39-1 27-1 (Cc80溝No13 ′上 体 ロー瞳 11.8 6.3 6.1 赤禍5YR光 灰白2.5Yライ 双葉 鉄柚染付、内面透明宵味方す 

38 39-2 27-2 (Cd83)溝No6・8 II II 10.2 3.7 4.7 「暗帝灰(5Bライ)」 II II イチョウ事 染付、輪郭温色、他は薄野 

39 39-3 27-3 (Aj62)遮物EN3 
卑 中 8,2 3.2 3.9 「(コバルト苛つ)」 II II アIl 異類染付、指内に気泡多発 

40 39-4 27輸4 掲小屋の壁BhlOO 申 II 8.2 3.8 4.5 灰白N% 灰白N% り 鼻紙染付、絵画 

41 39-5 27-5 (Bj95)pil 
り II 10.0 3.8 4.9 II II II II 綱目 異類築付、薄容、柚内Iこ気泡多発 

42 39-6 27-6 (Cc74)溝 II II 9.】 3.8 4.5 II り II II アリ 昇叙媒付、簿絵、口糠遍く外皮同形もう1個体あI) 

43 39-7 27-7 (Ce83)溝No4 
リ 中 11.1 4.8 5.8 II II 

II II II 箕郷貼付、輪郭着色、善形整形利鍬撮る。外房 
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イ.陶磁器

調査地東半部の第二群建物跡周辺の水場及びこれに続く溝から大半のものが出土している。

〔括鉢〕  (第20図、写真17図、第17表)

破片合計14片が出土したo推定個体数は9個体で建物周辺の溝で検出されたものが多い。

口縁片は4個体、底部片は5個体である。口縁片の2個体の内外には施粕がなされている。複

合口綾部の形態は、折返し口縁様のもの・二段目の凸部が休部に下るものなどがある。 「卸し

目」の線状刻みは広いものが、全体の%と多く、その本数は破片より推定されたもので 5条

から10条の間の値をとる。 (5)は線状刻みが内底面の中心より放射状に付され後に内底周に円

状に付されている。

〔その他の陶器〕

素焼の焼物(総数6点) (第20図、写真17図・18図、第18表)

器種については破片のみで不明確であるが、角鉢型のもの・火鉢・花器のそれぞれである。

一覧表に記しね(33)・65) ・(絢は器表が磨き等の調整を施されている。角鉢型の胎土と様相を同じ

くするものが北側の栗田工遺跡にも出土している。

簾 i8裏 因顧番号 写章番号 出 土 地 点 器 櫨 部 位 口 径 高台往 穂 高 櫓 色 調 胎土色璃 紋機 備 考 

機 器 斯 

44 39-8 27-8 (Ce83)溝No4 ′小 鉢 ロー度 9.4 2.9 3.7 灰 白 N舞 灰白 N茄 アi) 色絵(赤青、薄賞、薄鰻)、内富気味口練 
45 39-9 27-9 II II II II 8.2 3.3 3.6 明宵灰 5PB舞 II II 

(II) 染付、凹凸織、内管気味口繊他にもう1個体あり 
46 39-重0 27-10 

(Cc92)pit 
II 

〇・体重 
ー 

5.0 
ー 灰 白 N% II Il アリ 輿独娘付、事業の色種より日録部と同-と見なす 

47 39-11 27-11 (Cd83)溝 II 〇・体重 
ー 

3.6 
ー 

II N% II II II 

貝須矩付内面重文機は鳥復色(10Y騰`)日録は類似鋤 
48 39-12 27-】2 (Bc89)住 II 口織部 (7.6) 

ー - 
II II lI II Il 

貝類鮒、裏青色丈、口唇に賃色(2.5慨)の細賀意Ⅲ劃i蘭土類慣 

49 39-13 27-重3 (Ca80)溝表操 II n (8.2) 
ー ー 

II II II II ナシ 上記より青味なし 
50 39-14 27-14 Bi92 II 底休部 - 

(3.6) 
ー 

II II II Il アリ 幾分宵味、英独染付、直樹色紙もある 

51 52 

39-15 27-15 (Cc80)溝 り lI 
ー 

(3.4) 
一 

II II II7.5Y舞 II 呉須染付、淡青一機青色の絵柄(円と櫛的棟) 
39-16 27-】6 C種98 II 口・底 (10.0) (4.2) 

ー 
リ ノl II N% II 胡蝶付、濃青色の絵柄、口簾鯖と鹿部は類似の関係 

53 39-17 27-I7 鴇小屋製 ll 底 3.2 
ー 

II II II II II 典明染付(印版)、淡青色小振り 
54 39-I8 27-18 表擬 (鵜呑み) 日韓部 (7.3) 

ー ー 
lI II リ ノI lI 色絵(下絵照色、上絵貨線色)端は外皮 

55 39-19 28-19 (Cb92)pit 皿 ロー座 (15.0) (8.0) (2.9) II II lI II II 輿鎖染付 僻色紙もあら∴簡楕花が内面に描かれている 

56 40-20 28-20 (Cc95)方形pit 
II II 

(12.4) (7.2) (2.6) II II II II II 呉狽娘付、淡青色の織描、譜面のよこれ目につく 
57 40-21 28-21 (Cc80)濡No= Il 中 

(9.0) (5.8) (2.8) II II II II II 異郷染付、鴻青色の綴描、整形帥り技鰐められる 
58 40-22 28-22 (Ce83)溝No4 平 鉢 当 

(12.2) (6.4) (4.3) II II II II II 呉須染付 柏葉が薄い部分は酸化色を呈する 
59 40-23 28-23 lI II Il lI 

(16.6) (8.8) (5.9) II II II Il II 呉狭場付淡青一組色外面下絵の織の汚れ目(一つ〈 
60 40-24 28-24 (Gま83)溝No6 皿 中 

(9,9) (5.7) (1.7) 中 II II II II II、印版 
61 40-25 28-25 (Cb92)p汗 

の II 10.0 5.6 2.1 lI II II II II 英独染付印版(山水画風) 
62 40-26 28-26 (Cb92)p白 

II 当 
(11.2) (6.6) (2.4) lI II 中 り II 緑抽印版(巴印) 

63 40-27 28-27 (Be89)住 中 Il 

(9.7〉 (5.8) (1.8) lI り lI II ナシ 白磁(出土位覆・床畦上) 
64 40-28 28-28 (Cd83)溝No8 (小隊) 口糧部 (8.8) 明オリーブ灰2.5CYブイ lI II り 背槌、印刻、口唇平担 
65 40-29 28-29 Bi92 小 鉢 り 

ー ー - 
灰 白 N% II II アI) 呉須染付 

66 40農30 28-30 B=Ol Il リ 
(10.0) 

ー ー 
II り II II II II Il 

67 40-31 28-31 (Cb92)p亘 鉢 Il 

(14.4) 
- ー 

II II II り II 染付(呉須)、櫓内に気泡 
68 40-32 :8-32 Df77盛土 中 中 

(17.0) 
ー ー 

II II lI II II 染付(青色餌科) 
69 40-33 28-33 (Cb92)p白 

II II 

(10.0) 
一 ー 

II II II り 不 児 異類染付、(全体に着色) 
70 40-34 28-34 (Cb92)駐鳩 皿 度∴部 ー 

(7.8) 
ー 

明録灰IOGYライ II

2.5Yライ ア 呉須染付白色の哀駒鳴められる蛤土概色部あり 
71 40-35 28-35 Bi98 不 明 口爆龍 (8.4) 

ー ー 灰 白 N% ′′ N% 赤絵付、花器機話形か 
72 40-36 28-36 (Cd83)濡No8 皿 り ー ー - 

明録灰10CY者 り Il II 

昇叙嬢竹内外上下の波状日録口唇部に費色(25協)の輪 
73 40-37 28-37 (Cd83)溝No8 継 口 ロー度 (7.2) (5.1) (5.6) 灰 自10Y9イ II7.5YR% II 輿餌場付内外に喜入あり 照子他 に同形の個体片あり 
74 40-38 28-38音 衰舵 銚 子 頭 部 ー ー ー 

lI N% ′′ N% II 

ヽ、-ノ 輿須染付、印版鵡Iこ亀甲模様 

75 40-39 28-39 (Cd83)鴻No9 中 体底部 ー 
(5.8) 

ー 
り 千千 lI II Il 民須姓付印版鶴の絵内面に削り痕外度は素地 

76 40-40 28-40 (Aj62)姓物EN3 盃 り ー 
(2.8) 

ー 
リ ノ! II II lI 輿須染付、卿の絵 

77 40-41 28-41 (Cd83)濡No8 息∴須 ロー度 (8.0) (7.4) (8.0) II II 事 件 II 

見積集村、鋤卿で下賎の義湧き出している∴持一青色 
78 40-42 28-42 (Aj62)趣物EN3 蓋 物 口 繊 (8.5) 

ー - 
II Il 千I り Il 異類染付、薄青 

79 40-43 28-43 Cg】5I 董 下 鶏 ー 
(12.0) 

ー 
II II 〃 lI II 呉須染付、紺一薄青 

80 40-44 28-44 Df77壁土 怠∴狽 休 部 ー ー ー 明繰灰 7.5CY邦 II2.5Y舞 II 呉須染付 褐色・紺一薄青 内面の削痕深い 
81 40-45 28-45 (Cc74)溝 〃 卑 

ー ー ー 灰 自 N% ′′ N% II 民須染付、薄青・渦状(野付〉 
82 40-46 28-46 (Cd83)No8 社 皿 口一度 4.6 L2 1.1 明録灰10CYウイ II II ナ 外面放射状刻織 一貝被状模倣 
83 40-47 28-47 荻援 (花馨) 口織部 (9.8) II

lOCYブイ II II ア 色絵(鉄・緑色)内面Iこ鴇櫓なし 
84 40-48 28-48 Cc89 不 明 II 

(6.8) 
ー ー 灰 白 N% II II ナ 灰色幾分強い 鰭反り 

85 40-49 28-49 (Cd80)溝No】4 (花馨)i 底 部 ー ー ー 
lI II II II ア 箕郷染付、刺印上に下絵付、角型 

86 40-50i 28-50 (AI62)逸物EN3 II 口糧部 (24,0)i 

ー - 
白

- 
自

- ナシ 〈陶器〉 口唇部に淡青色の線 
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〔施粕陶器〕 (総数55点) (第38・39図、写真25・26図、第18表)

器種としては椀、皿、鉢等の日用雑器で その詳細は一覧表に記してある。器種の分類にお

いて、他報告書にて端反皿としているものも当報告書にては、鉢として区分しな これに従っ

た器種別の個体数では、鉢が大半を占める。

これら陶器の中には重ね焼き痕が認められるものもあるが、歪んで溶融・接着した破片を付

着させている物もある。

施粕は鉄粕系のものが多い。

時期及び産地については不明であるが、 (13) ・(16)は宮城県切込め窯出土物に類似しているとの

見方もある。

〔磁器〕 (総数75点) (第39・40図、写真27・28図、第18・18〃表)

器種は碗・皿・鉢・急須・銚子等の日用雑器であるが、陶器と同様鉢が目立つ。給付は染付

が圧倒的に多いが、数点上絵付が認められる。染付には印版を用いたものもある。顔料として

呉須と記した中にもコバルトを使用した可能性もあり今後の検証の必要性が残される。

時期及び産地は不明である。近代のある時期には瀬戸職人が季節を限って東北地方に出向き

生産にあたったという事もある様でその過程を経て製作された遺物もあると思おれる。

口.石製品(総数8点)

硯(1点、破損品Ca98土塀検出面出土) ・石版(l点、破損品Cb80溝出土) ・砥石(6点、

・完形4点・破損品2点)がある。砥石は第二群建物跡曲り家の北側、土間と思ねれる部分に

集中して出土する。これらの砥石はいずれもかなり使い込んだものである。

ハ.金属製品 (第41図、写真29図、第20表)

古銭と鉄製品が出土している。

古銭はすべて寛永通宝である。建物跡地域より7枚、墓頻より17枚の計24枚出土したが、腐

蝕して厚さ・大きさとも原形をとどめないものも多い。

第一群建物跡掘立柱掘方埋土より無背の銅銭((1) ・(2)) 2枚が出土している。

第二群建物跡掘立柱掘方埋土よりは背に文のある銅銭((3))が、表採のものは背に波形紋が

簾I9表 番号 囲叛番号 写購号 曲土地.申、及び厨位 磁(ぐの) 撒(ぐの) 厚さ(ぐ億) 母i∴∴質 備 考 

砥 石 

1 16-50 14-50 (Bi92)柱穴状土I東 1L3 4.1 3.6 緋色厳原岩 精出5(完彰一右端矢?) 

2 )6-51 14-51 (Bi98)
′I ′′ 1L5 8.1 2.7 II I′ 2裁哀∴右端欠く 

3 16-52 14-52 (I′) ′′ ′′ 8.3 7.5 3.9 り II5断面三角形、骸捕品 

4 16-53 14-53 (B 92)
′I II 14.1 4.8 3.9 り ′I3(三両利雄)面皮I)、瞭用品 

5 16-54 14-54 (B 98)方彫拭土l青葉面 )8.5 3.1 7.4 II II6(51馴似)完形 

6 16-55 14-55 (8=0】)姦炊 8.8 5.3 2.8 Il II6 完彬 
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ある真鋳四文銭((7))と無背の銅銭((5)・(6))の2枚で、この建物で、計4放出土している。

第二群建物跡の西側の溝よりは背に足の紋がある銅銭((4))が1枚出土した。

墓噸よりのものは古寛永2枚、新党永が15枚(不明等を含む)で、その内の1枚((10))の背

に文がある。 (尚表記中には推定される種類を記してあるが再検討を要するものもある。)

鉄製品には、鍋の取手・注ロ・釣手部及び休部・底部、鋤、鈎、包丁様鉄製品があるがそれ

ぞれは鋳化が著しい。 鍋は器堂外面上半に平行な浅い溝が横方向に見られ、底は短い突起を

3へ4個有する丸味を有するもので、推定される大きさとして口径22cm、底径14.3cm,高さ11

cmが考えられる。

Ⅷ まとめ及び今後の課題

用地内の遺跡部分を全面発掘調査した結果、当遺跡は縄文時代より近代に至るまで(途中空

白期を有するが)の長期間を有するものである事が認められた。中世の遺構として明確な証拠

を残すものは認められなかったが遺物でその一時期が該当するものは認められる。

この調査地において時代と立地の関係を示す点も特徴としておく。これは西半部のやや高い

部分には縄文時代の遺構や遺物が、東半部のやや低い部分には近世以降を中心とする遺構や遺

物が認められるという事である。

縄文時代においては竪穴式住居跡と焼土遺構、更には貯蔵穴又は狩猟等の陥し穴として機能

したと考えられる土塀との関係が考えられ、縄文時代早期より中期までの時代をあてはめる事

が出来、後期のものとしては単独又は並列に配置された溝状土墳(久慈市三崎(IⅡ)遺跡検出例

では約3000年前の縄文時代後期末から晩期初頭の時期を示す測定値がある。)や、炭化物(栗・

胡桃)を出土した炉跡(14c測定結果にては約4000年前の値を示す。)がある。

古代以降の遺構や遺物は数少いが、調査地北東部に竪穴式住居跡・土師器及び、赤褐色軟質

土器がある。

近世以降の遺構や遺物は、第一一第三群建物跡とそれに係わる遺構及び陶磁器等である。

調査時の所見によれば、西側溝の造り変え等による条数の多きは、建物跡の古きを示すという

関係から、第二群・第一群・第三群の順で新しくなると考えている。更にこれら建物群の時期

における上限及び下限は、南東部の墓地・墓碑にある享保12年(1727年)(但し判読可のもので)

を上限の古いものとし、溝の人為的埋積が行なおれた(伝聞)大正時代を下限として考えてい

る。以上の様な時期それぞれ、特に上限の江戸時代中期以降の遺物を陶磁器に求めた場合、ど

れがそれにあたるか追証する必要性が残る。この事は今後の研究結果に待たなければならない。

同様の課題はこれら建物跡の確定及び間取り等に於いても残る。
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築20表 名∴椿 出 土 位 罷 什物外径 園内怪 内郭外捷 園内鐙 外縁呼 瓜∴量 備∴∴考(的物の怪・曙は軸、重量はg) 国番号 写具番号 

1 寛永通宝 姉一越物拝Ai62p唆 24.3 19.7 7.7 6.2 1.05 1.8 古書永無祈 一部欠肌 全体腐蝕 41-1 29-1 

2 II 第一地物群Ba74p江2 23.0 18.8 8.0 6.5 1.0 2.1 新鴛永無稽∴外録一部欠孤 41-2 29-2 

3 Il 節二趣物拝Cd95p 25.0 20.5 7.5 6.2 2.3 新責永丈餓(縄文期亀戸鑓)(掘り方埋土上部) 41-3 29-3 

4 II 姉二撞物拝西溝 22.2 17.0 7.6 6.25 1.25 2.3 新家永野足(寛保期足尾域の録餓?) 41-4 29-4 

5 II 姉II性波操 23.0 18.6 8.0 6.0 1.05 2.8 新鴛永無智 4l-5 29-5 

6 II 哀∴∴燐 23.4 18.0 7.3 5.85 1.2 2.1 古書永無智 41-6 29-6 

7 II II 28.1 21.1 8.2 6.5 0.9 4.3 四文鈍、蹄十一波、明治6年鞍の文政の赤蝕? 南部藩鍍7 41-7 29-7 

8 II 商都墓穴内 24.5 20.0 7.5 6.0 1.1 3.1 古鴛永、無智 41-8 29-8 

9 り lI 23.0 18.3 7.2 6.15 L1 2.7 新寛永無常(元文斯き声鍍もしくは同期仙台鍍) 41-9 29-9 

10 II II 25.15 20.3 7.3 6.0 1.2 1.9 断章永文蝕(寛丈期亀声文鎮〉一部欠肌 41-10 29-10 

廿 II II 24.25 19.6 7.2 6.15 L4 3.1 新費永無常 41-11 29-】1 

)2 II lI 22.3 )8.0 7.1 6.15 1.15 1.2 新鴛永無稽(鴛保期佐渡相川鍍)一部欠航 41-12 29-12 

】3 II り 23.6 19.4 7.5 6.05 L0 2.9 古鴛永無常 41-13 29-13 

14 II II 23.8 19.7 7.3 5.85 1.15 2.4 新鴛永無常(元丈期鳥羽鍍もしくは薫沢鍛)外縁一部欠肌 41-14 29-】4 

15 lI II 23.7 19.5 7.0 5.5 1.15 2.5 新鴛永無稽∴外縁一部欠肌 41-15 29-15 

】6 II II 2L6 I8.5 8.0 6.5 工1 0.9 新築永無稽(元文期)一部欠弧 41-16 29-16 

】7 II II 23.3 20.2 7.2 6.2 1.0 L4 所鴛水鳥野 外爆一都欠孤、瑠餓粧し 

18 不 明 II 
ー ー ー ー 

1.0 
- 不明 不明 

19 青永通宝 II 
ー - 一 一 一 

3.5 3牧 II 欠肌ひどい 釘を剰半 29-19 

20 II り ー ー ー ー 
1.6 2散 II Il 29-20 

21 lI II 約23 杓19.5 的8 釣6. 
ー 

0.9 新京永(元丈期)大槻・腐蝕ひどい 

《参考文献か

(自然科学関係)

中川 ほか 北上川中流沿岸の第4系及び地形(地史)地質学雑誌第69巻812号1963・ 5

日本地質学会第80年給会見学旅行2資料 北上川低地帯の鮮新統第四系地形1973

佐藤二郎 考古学のための地質学一岩手県文化課における講演資料一

町田 洋 火山灰 岩手県(財)埋蔵文化財センター主催講演会資料

罷韓)
東北地方における奈良一平安時代遺跡埋土中の粉状パミスについて

ー岩県県教育委員会文化課依頼分折結果より

考古学と自然科学 第1号一第10号

町田 洋ほか 日本海を渡ってきたテフラー科学v01・51 No・9

三辻利一 土器の産地 一科学朝日- 6月号-

1978. 8

1979. 6

1981. 11. 24

198l. 9

198l. 6

詳言鵠饗土地分類基本調査日詰(l/5万)国土調査
1974

(縄文時代以降関係)

今村啓爾 縄文時代の陥穴と民族誌上の事例の比較、物質文化No・27

宮沢、今井
縄文時代早期後半における土塀をめぐる諸問題‾いねゆる落し穴について示。

調査研究集録第1集 港北ニュータウン埋蔵文化財調査団

霧ヶ丘調査団 霧ヶ丘1973

岩手県教委 岩手県文化財調査報告書 第31・32・52・53・54・57集

日本道路公団
本調査関連報告書I .II.III.IV.V.Ⅷ

岩手県教委・国鉄第48集東北新幹線関係報告書Ⅳ宮地遺跡

岩手県(財)埋文センター

県 土 木 部

1979-1981. 3

1980

岩手県(財)埋文センター報告書第13集 繋皿遺跡 建設省御所ダム

事務所
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盆様鉄製品

第4i図 金 属 製 品
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北上市史縞簾委員会「北上市史 原始一古代」北上市史刊行会

青森県教委 青森県文化財調査報告書 第37集 青森市三内遺跡

岩手県教委 「岩手の古民家」 (佐藤 巧)
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土器胎土の岩石学的方法による分析繕果

照 井 一 明

l.はじめに

土器の製作地推定のため岩石学的方法で分析を行なった。また窯跡周辺の粘土も比較のため

分析を行なった。

2.試料------別表のとおり

3.分析方法

①試料をカナダバルサムで固定し、 100分の3皿の厚さの薄片を各3枚ずつ作成した。粘土

は、少4の標準節で水洗し残砂を乾燥した後薄片を作成した。

②偏光顕微鏡を用い、鉱物組成、特徴、岩片の種類・頻度を調べた。

③1つの試料について、それぞれ500へl,000個の粒子について検討を行なった。 (0.05皿以

下の鉱物は基質として抜かった)。

④鉱物、岩種別構成から、粘土の供給源の地質を推定し、製作地を考察した。

4.結果

①各試料の鉱物組成・岩片構成・特徴は別表のとおりである。

②須恵器の焼かれた温度は、石英→鱗珪石に再結晶していることから推定すると、 β2-鱗珪

石(高温型)の安定な870へ1470℃であろう(例えばN2、 N4、 H2など)

③各土器は、石英・斜長石の破片結晶から主に構成されるが、試料によっては黒雲母・角閃

石・輝石(特に斜方輝石)の含有量が増加する。

④岩片としては、チャート・珪石・ホルンフェルス・花崗岩類・斑岩・安山岩・玄武岩・凝

灰岩・苦鉄質火山岩類などがみられる。

⑤土器の多くは、火山ガラスを含んでいるが、これらの供給源は粘土の分析結果から北上川

層群の凝灰岩が考えられる。

⑥土器・粘土の組成と地質とを考慮すると、土器の大半は北上川流域およびその周辺の粘土

から作られたものである。

⑦各遺跡から出土した土器は、異なった粘土、あるいは産地のものが混じっている。

⑧窯跡の粘土あるいは使用された粘土の大半は鮮新続の凝灰岩・シルト岩、および河岸段丘

のシルト岩である。

⑨安山岩・玄武岩を含む粘土の産地としては、古生層・花崗岩などの岩片および火山ガラス

(凝灰岩)を特徴的に伴うことから判断すると、北上山地で鮮新続の凝灰岩が分布し、さ

らに中性一塩基性火山岩類の分布する地質状況が推定され、稲瀬火山岩類分布地域周辺の
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可能性が最も強い(北上川東側の地域)。

⑭野外の露頭で採集されが古土(No.24-①へ34-⑪の特徴をみると、一般に北上川の西側

地域の粘土には火山ガラスが含まれないか、あるいは微量である(31一⑧、 32-⑨、 33-

⑯、 34-⑪)。角閃石・輝石は含まれる場合と含まれない場合とがある。水沢市見分森の

粘土は、火山ガラスを含むが角閃石・輝石を含まない特徴がある。紫波町日詰杉の上(33

-⑯)の粘土には、結晶片・岩片・火山ガラスが含まれずチャート・シルト岩を主として

構成される。江刺市瀬谷子の粘土(25-②へ⑦)は、チャート・珪岩・花崗岩などの岩片

と、石英・斜長石・鉄鉱・ジルコン・緑レン石を含み、火山ガラスを含むことが多い。凝

灰岩や凝灰質シルト岩には輝石や角閃石が一般的に認められる。

江釣子村猪谷地

Nl、 N2、 N3、 N4、 N6、------特徴的に火山ガラスを含み、石英・長石類と古

生層・花崗岩の岩片を含むタイプ

N 5、 N 7、 N8、 〇〇〇--------------…--・一上記の他に、安山岩や玄武岩を含むタイプ。

江釣子村鳩岡崎

〈H2、 H4、一-----…火山ガラスを含み、石英・長石類と古生層・花崗岩片を含むタイプH 3 、 ---------------上記の他に安山岩を含むタイプ。

江釣子村下谷地

S l、 ------一--岩片に古生層花崗岩・プロピライトを含み、火山ガラスが認められる。

S 2、 ---一-----古生層の岩片から主に構成され、火山ガラスを含まない。

紫波郡栗田

K l 、 ---------古生層の岩片に火山ガラスと安山岩片を含む。

K 2、 ---------花崗岩の岩片と火山ガラスから構成される。

平泉町毛越

K l 、 -○○--…-花崗岩の岩片と火山ガラスから構成される。

盛岡市大田方八丁

Ol、 2、 04、 06、 08、 ---古生層・花崗岩の岩片と火山ガラスおよび安山岩・玄武岩を含む。

03、 07 ------------○○----------古生層の風化物からなる粘土。
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分析結果 (Q:石英 Pl:斜長石 K-F:が)長石 Bi:黒雲母 HO:角閃石 Py:輝石)

.仏 遺跡名 時代 遺構名 種別 肉 眼的特級 鉱 物 組∴∴∴∴成 
備 考 

Q Pl にF Bi HO Py 岩 片 源 岩 

Nl 

江釣子村 
奈 良 1 

BF21 

須恵器 犬種 (色)褐灰色 (組織)秒貨シルト宕状 (鉱物)石英・投石〉有 

十十+ 十・十 十 

Ch○○( 

古生屑 
十 花∴同者 

Platel 

Q:波動消光するものとしな 

いものとがある Pl:アルバイト双晶を示す 

猫谷地 

平 安 

住居跡 
寅 (休部) 

色鉱物 (岩片)レンガ色・白色 

Py:斜方輝石、Z=褐色、X 

=淡褐色 その他:火山ガラス、鉄鉱 Granitic Rocks 十 火山ガラス (i壕灰岩) 

N2 

江釣子村 平 安 9 B[お2 

須恵器 (色)暗灰色 (組)敵)シルト岩状、厳 

密 

十十十 十十 十 

Chert 古 生 屑 

一十 

Plate 2 

Q:波動消光を示すものが多 
い鋤珪石を生じたり溶 

猫各地 
世 苺 

住居跡 
杯 (鉱物)細粗の無色鉱物 

がみらIしろ 融形を示すものがある Pl:溶融形を示すことがある 
Qu種rt乙ite 

花 岡 岩 

+ 

後 半 

(日経) 
(岩片)白色 

その他:火山かフス・ジルコン 
(無色)鉄鉱 

ヽヽ/ Granite 
火山かフス ()鐘灰岩) 

N3 

江釣子村 
平 安 

C蹟)3 

須恵器 
(色)淡灰色 (組髄)シルト岩状、線 

審 (鉱物)無色鉱物〉有色 

十十十i十i+ii十i十+ 
Che「l 古 生 屑 

一十 

Plate 3 

Q:波動消光 

猪谷地 
10 世 紀 

住居跡 
杯 (□縁) 鉱物 有色鉱物は柱状 自形結晶 その他:火山ガラス・ジルコン Quar-乙ite maticVoIcanic 

火山ガラ ス 

初 (岩片)白色 鉄鉱 rocks? (凝灰岩) 

N4 

江釣子村 
古 墳 5 

DA62 

土師器 
(色)レンガ色 (組織)粗社砂貨シル卜 

者状 (鉱物)石英・柱状有色 (′ 

十十一十 十 十 十 十 

Chert Q ●t 

PlaIe 4 

Py:斜方輝石 
uartzle \/ ヽ/ 

古生屑 
十 花∴∴間者 

猫谷地 

世 紀 ? 

住居跡 
褒 (口緑) 

鉱物力めたつ (岩片)白色・灰色・孤 

色 その他:火山ガラス・鉄鉱 Homfels Gr種nite naficVokanic 

重ocks + 火山ガラス (凝灰岩) 

N5 

古 墳 土師器 (色)淡灰褐色 (組織)砂貨シルト書状 〈鉱物)石英および細粒 

十+十 十十 十 十 

Andesit Blt 

安山岩および Plate 5 

HO :線 角閃 石 
aS種 

ヽ./ 

玄武石 十 

江釣子村 猫谷地 7 世 

J」24 住居跡 

姦 

の長石頬、有色 

鉱物は少量 (岩片)レンガ色・瓢褐 

その他:火山ガラス・鉄鉱 

Chert Homfels ヽ/ 

古 生 層 

十 

紀 ? 

(休部) 色・白色 
Tuff \/ 

火山ガラ ス 

ー 岩片が多い 
Porphyrit 

(`賞灰石) 

N6 

江釣子村 
奈 良 

BF21 

土師器 (色)レンガ色 (組観)砂質シル卜者状 (鉱物)石英・長石頼〉 

+十十 十・十 十 + 十 

Chert Hfl 

古 生 屑 Pl種te 6 

HO:緑色角閃石 Z’=線色 

OrneS 
ヽ/ 

十 

末 I 姦 有色鉱物 (岩片)白色・レンガ色 

X’=淡線色 

Cranite Granophyre 

花 筒 石 
十 

猫谷地 

平 安 初 

住居跡 
(休部) 少4血血の蝶を含 む 

その他:火山ガラス・鉄鉱 
Quarzporphyr Dolerite 

火山かフス (i蜂灰岩) 

N7 

江釣子村 平 安 9 BI薦2 

土師器 

(色) 褐色 十+十 十十 十 + 

Chert Q h 

古 生 屑 P18te 7 

(組j幽)石英・斜長石〉 
有色鉱物 

HO:酸化角閃石 その他:火山ガラス少量・鉄鉱 

uarZPOrPyr Andesite (H叩atite) 

十 安山岩 

十 

猫各地 

世 紀 後 半 

住居跡 
姦 (休部) (若片)白色・灰色・レ 

ンガ色・狐色 

Dolerlte Serpentin(?) 

火山ガラス ()縫灰岩) 

N8 

江釣子村 

平 

CI53 

土師器 
(色)ノ褐色 (組織)砂賀シルト書状 

十十十 +十 十 + 一十 

Andesite Ph’te 

古 生 屑 Plate 8 

安 

その他:火山ガラス 

OrP yrl 一十 

一 (鉱物)石英が多く投石 = 安山岩・ひん 

9 世 蛮 
頬は細粒、有色 鉱物はめだたな い 

Chert \/ 岩・石英斑岩 

猪谷地 紀 住居跡 
ヽ/ 十 

後 半 

(体都) (岩片)白色・褐色・レ 
ンガ色 

Qu種rzporphyr 

火山ガラス (暖灰岩) 

H2 

江釣子村 
奈 良 

DJ50 

須恵器 
(色)赤灰色 (組織)シルト岩状(セ 

ラミサイト様) 

十++ 十+ 

Chert Quantzite 

火山メサラス ()縫灰岩) 

十 

Plate 9 

p告)鵜露盤を再結晶 
末 l 猿 

(鉱物)石英と有色鉱物 
がゲ)だつ鉱物 

古 生 屑 

鳩岡崎 

平 安 初 

住居跡 
(休部) 

の再結晶の可能 

性がある (岩片)白色・瓢色 

岩片は多くない 

その他:火山ガラスを多量に含 
む・銀飯 

H3 

江釣子村 

衆 

D」50 

土師器 杯 

(色)淡褐色(内部照 

やり) 

一十十+ 十十 + 一十 十 

Aれdesite 

花 崗 岩 
十 

PlatelO 

その他:火山ガラス・鰻レン石 

良 木 I 

(組織)ンルト岩状 (鉱物)石英と細粒の有 

色鉱物が醒めら 
Chert 

古 生 屑 

一十 

鳩岡崎 
平 安 

住居跡 

(鯨) 
れろ (岩片)白色 

Cranophyre 

安 山 岩 
十 

初 
鉄鉱 

火山ガラス ()麗灰岩) 
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J仏 遺跡・名 時代 遺構名 種別 肉 眼的特徴 
鉱 物 組 成 

備 考 
Q Pl K-F Bi H° Py 岩 片 源 岩 

H4 

江釣子村 
江 戸 I 

近 世 
陶器 皿 

(色)藻場灰色(うね 

薬使用) (組観)砂質シル卜者状 

十十・十 + 

Che「t G 

古生屑 + 花淘岩 ・十 

Plate n 

p告)滞露盤を再軸 

鳩岡崎 
明 治 

墳∴基 
(口嫁) 

(鉱‡が不明 (岩片)白色・鼎色 その他:火山ガラス・鉄鉱 
ranlte Granophyre 

火山ガラス (う壕灰苦) 

Kl 

平 

須恵器 

(色)灰色 (組掲)シルト岩状 

十十十 十 一十十 

Andesite 

古生屑 ・十 安山岩 

Plate12 

Q :右 英から トI) デマイ トに 

紫∴波町 栗田I 
安 初 ? 

DcO3 Ⅳ 

杯 (驚) 

(鉱物)石英と有色鉱物 
が蛇ダ)られる 

心し∵てしヽ 

められる Py:約万輝石、多色性が弱い ’・山ガ‾(一部に再 

GlassyAndesite Chert 
十 火山ガラス (j壕灰岩) 

(岩片)白色・レンガ色 
その他.火 フス 

結晶が認められる) 
Tuff 

K2 

紫 波 町 
維 

Ch18 縄 文 

(色) 茶色 内部は黙 十十十 十〇ト 一十十 十十 Gr種nite 花 園 岩 Plate13 

茶 

Qこ花崗岩起源 

ヽ/ 十 

(組飽.)砂貨シル卜者状 \/ 古 生 屑 
文 (鉱物)石英投石が多く 

有色鉱物認め Hornfels 
・十 

栗田Ⅲ 
早 期 末 

一 括 深∴鉢 
ムも 

ら子しろ (岩片)白色〉レンガ色 
その他:火山ガラス・鉄鉱 Se手pentin(リ 

火山ガラス (I縫灰岩) 

Sl 

江釣子村 
平 . 

赤 焼 (色)淡褐色 (組織)シルト曽状 

′ 

十十十+ 
十 

Che「t Granit 

古 生 周 
一十 

Plate14 

巨y:斜方輝石 
… 

土 器 
(鉱物)石英とわずかr 

有色鉱物が艶め Quartzite 

花 園 百 
十 

下谷地B 
後 期 

杯 (口緑) 

られる (岩片)白色・灰色 

岩片は少量 

その他:火山ガラス・鉱物・緑 
レン石 P○○pyllt (orporphyrite) 

プロヒフイト (又はひん岩) 十 火山ガラス (言嵯灰岩) 

S2 

江釣子村 
平 安 須恵器 杯 

(色)灰色 (組織)シル卜者状、線 

審 

十十十 + 十 

Chert 

古 生 層 

十 

Pl8te15 

その他:火山ガラス(微量、脱 下谷地B 
後 

(鉱物)石英の他は醒め 
ら′しない 

Tuff(?) 

火山ガラ ス 

期 (底- 

体) (岩片)白色 
ガラス化)、鉄鉱 白蝶灰岩) 

Kl 

平泉町 毛越A 
平 安 末 期 

Fb27 Ⅲし 

赤焼 土器 (休部) 

(色)淡褐色 (組織)シル卜者状、軟 い (鉱物)石英・風雲缶の 他に柱状の有色 鉱物が泌められ 

一十十十 一十十 十 十十 一十 + 

Cranite 
花樹岩 十 火山ガラス 白壕灰岩) 

Pla`e16 

その他:火山ガラス・軽石・珪 

ろ (岩片)白色(微量) 

藻 

01 

盛 岡 市 
平 

CgO6 

土師器 (色)朱褐色 (組馳)砂貿シルト岩状 

+十十 一十十 一十 

AugileAndesite GlassyAndesite 

安 山 岩 Pl種te17 

Ho:線色角閃石、Z’こ線色 
′_●. 

玄 武 岩 

褒 

(組織)石英・長石〉 有 
Basalt 

+ 

安 
色鉱物 (岩片)灰色・鼎色・白 X-汲線色、小型の結晶 が多い Propylit 

古 生 屑 

太田方八丁 
初 期 

住居跡 

ロク ロ不 使用 

「 

色・岩片をかな そと他:火山ガラス少量 Che「t 

火山ガラス (磁灰岩) り多く含む (無色〉茶色) (orTuff?) 

02 

盛 岡 市 
平 

Pd15 

土師器 

(色) 朱褐色(内部腿 十十・十 十十 十 十 B種salt 玄 武 岩 Plate18 

めり) (組織)砂賃シル卜者状 (鉱物〉石英〉斜長石〉 
Py:斜方輝石 Propylit Gr寄nite 

十 古層 屑 

六四万八丁 
安 初 期 

住居跡 

土不 (鯨) 

有色鉱物 (岩片)白色・茶色・灰 

色・レンガ色 その他:火山ガラス 
Che「t Quartzite 

十 花樹∴∴苦 十 火山ガラス 

03 

盛岡市 大田方八丁 
平 安 初 

Pd15 住居跡 

赤焼 土器 杯 (口授) 

(色)朱褐色 (組織)シルト岩状、軟 い (鉱物)鉱物醒めがたい 

十十 十十 一子 

Chert Silts10ne 

古 生 屑 

Plate19 

その他:火山ガラスや火山岩の 
期 

(岩片)まれに白色細杜 
若片がみられる 

岩片を全く含まない 

04 

盛 岡 市 
平 安 

EbO3 住居跡 東 
須恵器 l 

(色)灰色 (組織)砂質シル卜者状 

++十 十 

Che「t Quartzite 

古 生 屑 Plate 20 

Q:波動消光を示すものとそ 

うでない両者がみられる Pl●〕’ 

十 

(鉱物)石英〉長石 
有色鉱物は醒め 
●′い Quarzporphyr Andesite 

(花園岩斯) 
十 

太田方八丁 
初 期 

ガマ ド 

不 (口緑) 

b九着 (岩片)白色〉レンガ色 .花樹石起源を含む その他:火山ガラス・鉄鉱・ジ 

ルコン 
(瑠璃少ないタイプ 

安山岩 十 火山ガラス (磁灰岩) 
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.砿 遺跡名 時代 遺構名 種別 肉 眼的特徴 
鉱 物 組 成 

備 考 
Q Pl K-F Bi HO Py 岩 片 源 岩 

06 

盛 岡 市 
平 安 

しc33 

須恵器 埼 

(色) 藻灰色 

一十+・ト 十 十 十十 

G肌ite 
花音∴問∴∴岩 

十 

Pl種te 21 

Ho:爆色角閃石 
(組織)砂貿シルト岩状 Quarzporphyr 

古 生 屑 

十 

太田方八丁 
初 期 2 住居跡 

(ロ緑) 

(鉱物)石英〉柱状有色 
鉱物 その他:火山ガラス、ジルコン 

Ghert 
安 山 岩 

一十 

(苦片)灰色・白色 
練レン石・鉄鉱 

Andesite? 

火山ガラス (暖灰岩) 

07 

盛 岡 市 平 ′・← 

J=2 
須悪器 

(白)灰色(うね薬使 

用) (組繊)シルト岩状・散 

密 

十十+ 十十 十 

Che「t Quartzile ヽ、/ 

古 生 層 

Pl種te 22 

太田方八丁 
女 物 

(主局跡 坤 (鉱物)細徹の石英が昭 
nafic VoIcanic 

期 ガマド 
① 

(休部) められる (岩片)白色・鼎色 

rocks 

08 

盛 岡 市 平 ′書● 

Jj12 
土師器 (色)朱褐色 (組織)砂貨シル卜者状 (鉱物)石英が多く、長 

石は絹地徴最 

一十十十 ++ Bas81t 古 生 眉 Plate 23 

Q:波動消光少ない 

PyroxenAndeslte Quartzi(e 十 安山 岩 

大日方八丁 
● 初 

住居跡 

? (休部) 

の有色鉱物がみ 
Chert 玄 武 岩 

一十 

期 
旧カマ ド 

られる (苦片)白色・灰色・課 

色 

その他:火山フグラス 

火山ガラス (雌灰岩) 

.仏 採築地 地 点 種 別 
鉱 物 組 成 

備 考 
Q Pl にF Bi HO Py 岩 片 源 岩 

24 ー① 

水 沢 市 見分森東森 粘 土 

+・十十 十十 + 

Che重く Quartzite ヽ/ \/ GranilePorphyry 

灰色洩灰質 シル卜者 

Pl種te 24 

その他:火山ガラス、鉄鉱 

25 

江 刺 市 
瀬谷子 

粘土(亜謁 

+十十 +十 十 + 十 十 

Rhy°1ite \/ 

白 色 細 粒 

P)ate 25 

HO:線色角閃石 
Py:紫蘇輝石、多色性の弱い 

斜万輝石 
Chert 

ー② 土山西隣 その他:火山ガラス、磁鉄鉱、 
ジルコン、絞レン石 \/ C重ani-e 

磁灰岩 

26 

江 刺 市 
瀬谷子 

杜(亜豊) 

十+-十 十 十 

Che「t ヽ、/ Quart乙ite \/ 灰色洩灰貨 

Pl種te26 1-2 

その他:火山ガラス、繰レン石 
鉄鉱 千③ 土山西隣 Granite 

シルト岩 

27 

江 刺 市 
瀬谷子 

枇(亜諾) 

十十十 十十 十 + 一子 

Cherl ho「nfels \/ 白色経石質 

Plate26 3-4 

K-F:徴斜投石 Py:斜方輝石 その他:火山ガラス、鉄鉱 

ー④ 土山西隣 Phyolite 健灰 岩 

28 ー⑤ 

江 刺 市 
瀬谷子 土山地区 

粘 土 

十十+ ++ 十 + 十 十 

Che「t Quartzite 

灰色シル卜者 

Plate 27 

K-F:徴斜長石 

HO:線色角閃石 Py:斜方輝石、Z=緯褐色 

X=淡褐色 
多色性の弱いタイプもみ l) Schalstein l) 

らIしろ その他:鉄鉱、ジルコン 

Tnffcous Rocks 

29 ー⑥ 

江 刺 市 瀬谷子 粘 土 

十十十 +十 十 +十 十 十 

Che「t \./ Cranite 灰色経灰質 シルト岩 

Plate 28 

その他:火山ガラス、録レン石 
鉄鉱 
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.仏 操典地 地 点 種 別 
鉱 物 組 成 

備 考 
Q P) にF Bi HO Py 岩 片 源 岩 

30 

江 刺 市 漸谷子 粘 土 

十十十 十十 十 十 十 

Chert Quart乙ite \/ Homfels \/ 

灰褐色 

Pl種te 29 

Q:ほとんどが波動消光を示す 
ー⑦ 

多くは花崗岩の風化物か その他:鉄鉱、録レン石、ジル 

コン 

Granitic Rockr シル卜者 

31 

北 上 市 飯豊恋付近 粘 土 

一十一十十 十+ 十 十十 

Chert \/ Ho「nfels ヽ、/ 
灰褐色 

Plate 30 

Py:斜万輝石 

ー⑧ 
その他:鉄鉱、線レン石、火山 

ガラスまれ 

Tuffcous Rocks シル卜者 

32 

北 上 市 読沢付近 粘 土 

一十十+ 十十 十 一十 

Chert Ho「nfels Quartzite 

褐灰色 

Pl種te 31 

HO:Z二線褐色、X=淡綴褐 
色 Granite 

ー⑨ Py.斜方輝石、多色性が掬い その他:鉄鉱・緑レン石 GranltePorphyry Schalstein 
シルト岩 

33 紫∴波 町 
杉の上付近 粘 土 

十十 十 

Che「t \/ Siltsto重e ヽ./ 

褐灰色 

Plate 32 

その他:結晶破片少なく、火山 
ガラスも肥められない 

-⑲ 日 詰 
Tuffcous Rocks 

シル卜者 

34 和 賀 郡 
岩崎新田 粘 土 

+十十 十 十 十 

Chert (o「Tuff?) Ho重nfels \/ 

灰 色 

Pl種te 33 

その他:鉄鉱・録レン石 ー⑪ 和賀町 
ヽ)′ Propylit 

シル卜者 

35 

水 沢 市 

石

田 E(〕〕9 粘 土 

十++ 十十 十 

Chert Qua「tzile Ho重証els TuffcousRocks 灰 色 

Plate 34 

HO.織色角閃石 
ー⑫ 

住居跡 その他:火山ガラスまれ 
Schalsteln GlassyAndesite 

シル卜者 

36 

水 沢 市 

石

田 DF59 粘 土 

十十 十 十 

S=tstone 灰色褐灰質 

Pla-e 35 

ー⑮ 
住居跡 

その他.火山かフス・鉄鉱・織 
レン石 

Che「t 
シルト岩 

Q :石 英

P :斜長石

b :黒雲母

Ho:角閃石

Py:輝 石

g :火山ガラス

ー凡 例

t :錐珪石 B :玄武岩

G :花崗岩 S :蛇紋岩

Gp:花崗斑岩 T :凝灰岩

C :チャート M :苦鉄質火山岩

H :ホルンフェルス

An:安山岩
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Piate I

N-2 須恵器(杯)、出土地:江釣子村・猫各地
仁 文豪斑岩.(直交ニコル)

2:鱗珪石よりなる結晶片.(直交ニコル)
3:石英、斜長石、黒雲母、火山ガラスの他`こチャートや珪岩より構成されているo(平行ニコル)
4:同 上。(直交ニコル)

1早馬認撃窪‡

N-3 須恵器(i不)、出土地:江釣子村・猫各地

Piate 2

PIate 3

I.3 :石英、長石・角閃石、輝石などの結晶片とチャート、苦銀賞火山岩などの岩片より構成されるo(平行ニコル)
2.4 :同 上。(直交ニコル)

第I図
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N-4 土師器(蛮)、出土地:江釣子村・猪谷地
i:苦銀賞火山岩。(直交ニコル)
2:チャート(直交ニコル)

:石英、斜長石、黒雲母、斜輝石のほかにチャートや珪岩がみられる。(平行ニコル)
4:同 上。(直交ニコル)

Piate 4

N-5 土師器(蛮)、出土地言工釣子村・猪谷地
i :玄武岩。(直交ニコル)

2:ホルンフ工ルス。(直交ニコル)

3・4 :石英・斜長石、角閃石などの結晶片と安山岩・チャート・珪岩などの岩片を含む。(直交ニコル)

N-6 土師器(蛮)。出土地:江釣子村・猪谷地
I :粗粒玄武岩。(直交ニコル)

2:石英斑岩、ホルンフ工ルス化している。(直交ニコル)
3:ホルンフェルス。(直交ニコル)
4:花崗岩。(直交ニコル)

第2図
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N-7 土師器(蜜)出土地:江釣子村・猫各地
i :石英(直交ニコル)

2:蛇紋岩(?) (直交ニコル)

3:石英・長石・角閃石および少量の火山ガラスがみちれる、(平行ニコル)
4 :変質安山岩「(平行ニコル)

Piate 7

N-8 土師器(嚢)出土地:江釣子村
i :石英・長石・角閃石・輝石・火山ガラスの破片結晶とチャート・石英斑岩などの岩片を含む。(平行ニコル)
2 :安山岩およびひん岩。(直交ニコル)

3:安山岩。(平行ニコル)

4:同 上。(直行ニコル)

Plate 8

H-2 須恵器(蛮)。出土地:江釣子村・鳩岡崎
2 :多量の火山ガラスと石英・斜長石・鉄鉱などから梅成される。石英・斜長石は周辺部が容融形を示し
再結晶の進んでいるものがある。岩片としてくま珪岩・チャートがみられる。

I.3.4 :岩片(黒色)の-部は溶融し斜長石(?)の再結晶を生しているものがある。(平行ニコル)

第3図
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H-3 土師器(杯)、出土地:江釣子村・鳩岡崎 Piate10

I :石英、長石、黒雲母、角閃石、縁レン石、火山ガラスなどの結晶破片と花崗岩などの岩片より構成される。(直交ニコル)
2 :花崗岩。(直交ニコル)

3 :安山岩。(平行ニコル)

4 :緑レン石。(平行ニコル)

H-4 陶器(皿)出土地:江釣子村・鳩岡崎
I :左上から中央にかけて結晶化したうわ薬がみられる。(直交ニコル)
2 :石英・斜長石・火山ガラス・鉄鉱のほか花崗岩・チャートなどから構成される。(平行ニコル)
3 :花同憂斑岩。(平行ニコル)

4:同 上。(直交ニコル)

Piate=

S-I 赤焼土器(?) (杯)出土地:江釣子村・下谷地
I :石英・斜長石・輝石・火山ガラス・鉄鉱・緑レン石などの鉱物がみられる。岩片はプロ ライト。(平行ニコル)
2:チァート(直交ニコル)
3:花崗岩。(直交ニコル)

4:珪岩。(直交ニコル)

第4図
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No.I6 K-I ?)出土地:平泉町

PIate15

PIate16

石英・長石・黒雲母のほが二、まれに輝石が含まれる○軽石および火山ガラスを多重に含んでいるo
しばしば珪藻が認められる(矢印) (平行ニコル)

2:火山ガラス。(平行ニコル)

3:花崗岩。(平行ニコル)
4:同 上。(直交ニコル)

0-I 土師器(蜜)出土地:盛岡市大田方八丁
I :石英・斜長石・角閃石および少量の火山ガラスより構成され、火山岩やチャートの岩片が多い。
中央の岩片はガラス質安山岩(直交ニコル)

2 :ひん岩。(直交ニコル)

安山岩。(平行ニコル)

珪質岩。(流紋岩質凝灰岩またはチャート)(平行ニコル)

第5図
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